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 人　口　　21,169人 （前月比－114）

 男　性　　10,261人 （前月比－68）

 女　性　　10,908人 （前月比ー46）

 世帯数　 　7,554戸

わたしたちの多可町
平成30年 4 月 1 日現在

◉
ス
リ
ム
で
効
率
的
な

　
　
　
　
　

自
治
体
へ
の
転
換

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
5
年
間

の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
、
名

目
G
D
P
、
企
業
収
益
は
過
去

最
高
の
水
準
と
な
り
、
雇
用
・

所
得
環
境
は
大
き
く
改
善
し
、

経
済
の
好
循
環
が
着
実
に
回
り

始
め
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、
政
府
は
こ

の
経
済
の
成
長
軌
道
を
確
か
な

も
の
と
し
、
持
続
的
な
経
済
成

長
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
少

子
高
齢
化
へ
の
対
応
が
重
要
課

題
と
捉
え
、「
働
き
方
改
革
」

「
人
づ
く
り
革
命
」「
生
産
性
革

命
」「
地
方
創
生
」へ
の
取
り
組

み
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
う

し
た
中
央
の
取
り
組
み
が
、
地

方
行
政
、
地
方
経
済
へ
の
好
影

響
を
も
た
ら
す
こ
と
を
大
き
く

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
町
の
実

情
を
見
ま
す
と
、
多
可
町
の
人

口
は
毎
年
3
0
0
人
ほ
ど
減
り

続
け
、
直
近
の
5
年
で
は
、
15

〜
64
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口

が
1
，6
7
0
人
も
減
少
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、
国
か
ら
の
交
付
税
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
極
め

て
厳
し
い
財
政
運
営
が
強
い
ら

れ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
改
め
て
、
現
実
を
直
視
し
、

将
来
を
見
据
え
た
堅
実
な
行
政

の
実
現
に
向
け
て
、
合
併
本
来

の
目
的
で
あ
る「
ス
リ
ム
で
効
率

的
な
自
治
体
へ
の
転
換
」が
、
町

長
で
あ
る
私
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◉
堅
実
な
行
政
へ
の
変
革

合
併
特
例
債
事
業
の
総
仕
上
げ

　

合
併
後
12
年
が
経
過
し
、
そ

の
間
有
利
な
合
併
特
例
債
を
財

源
に
大
型
事
業
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
合
併
特
例

債
事
業
の
総
仕
上
げ
に
取
り
掛

か
る
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
現
在
進
行
中
の
新

庁
舎
建
設
事
業
の
完
遂
で
す
。

10
月
に
、
町
民
の
安
全
・
安
心

を
守
る
災
害
対
策
拠
点
と
し
て
、

ま
た
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
効
率
的
・
効
果
的
に
提
供

す
る
施
設
と
し
て
の
新
庁
舎
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。

行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
変
革

　

合
併
後
10
年
間
あ
っ
た
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
の
優
遇
措
置

も
、
平
成
28
年
度
か
ら
段
階
的

に
減
額
さ
れ
、
平
成
33
年
度
以

降
は
す
べ
て
無
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
肥
大
化
し
て
い
る
行

政
需
要
や
重
複
し
た
公
共
施
設

に
つ
い
て
、
速
や
か
に「
あ
る
べ

き
姿
」を
見
出
し
、
す
べ
て
の
分

野
に
お
い
て
、
聖
域
な
き
行
財

政
改
革
を
断
行
し
て
い
く
体
制

を
確
立
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

職
員
の
能
力
・
資
質
の
向
上

　

平
成
30
年
度
は
、
幹
部
職
員

対
象
の
働
き
方
改
革
研
修
を
実

施
し
、
平
成
29
年
度
に
若
手
職

員
が
作
成
し
た「
働
き
方
改
革
に

関
す
る
指
針
」の
素
案
を
最
大
限

考
慮
し
な
が
ら
、「
働
き
方
改
革

指
針
」を
作
成
し
ま
す
。
単
に
長

時
間
労
働
の
是
正
だ
け
で
は
な

く
、
職
員
の
持
ち
味
を
引
き
出

す
と
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
目
指
し
、
組
織
を
活

性
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◉
未
来
へ
の
約
束

お
年
寄
り
、
子
ど
も
、

　

人
権
を
大
切
に
す
る
ま
ち
を

　
「
敬
老
の
日
」発
祥
の
町
と
し

て
、
豊
か
な
心
を
育
む
施
策
を

充
実
さ
せ
な
が
ら
、
敬
老
の
精

神
を
い
つ
ま
で
も
受
け
継
ぎ
、

す
べ
て
の
人
を
大
事
に
す
る
思

い
や
り
の
心
を
広
げ
て
い
き
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
人
権
教
育

研
究
大
会
東
播
磨
大
会
を
本
町

で
開
催
し
、
人
権
尊
重
の
精
神

に
徹
し
た
教
育
内
容
の
創
造
と

実
践
交
流
を
図
り
ま
す
。
教
育

委
員
会
で
は
、
い
の
ち
と
人
権

を
守
る
教
育
を
充
実
さ
せ
、
引

き
続
き
重
大
事
態
に
係
る
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

地
域
産
業
の
育
成
と

　
　
　
　
　
　

雇
用
の
確
保
を

　
「
山
田
錦
」発
祥
の
町
と
し
て
、

多
可
町
産
山
田
錦
の
消
費
拡
大
、

良
質
米
の
安
定
供
給
の
た
め
町

外
へ
の
情
報
発
信
を
行
い
、
引

き
続
き
地
域
に
根
差
し
た
産
業

と
し
て
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

有
害
鳥
獣
防
除
対
策
と
し
て
計

画
的
に
防
止
柵
設
置
事
業
を
推

進
し
、
農
作
物
被
害
の
減
少
に

つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
農
地
管

理
と
農
業
生
産
維
持
の
た
め
集

落
組
織
へ
継
続
し
た
支
援
を
行

い
ま
す
。

子
育
て
す
る
な
ら
多
可
町
と

　
　
　
　
　

言
わ
れ
る
ま
ち
を

　

新
庁
舎
完
成
時
に
、「
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
開

設
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
い
ま
す
。
開
設
場
所
は
、

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ア
ス
パ

ル
」と
し
、
保
健
衛
生
事
業
と
母

子
保
健
事
業
、
予
防
接
種
事
業

を
包
括
的
に
行
う
体
制
を
整
え

ま
す
。

変革　そして未来への約束
　　～住み続けたい町、
　　　　住んでよかったと言われる町へ～

施　政　方　針

子育て環境の充実を図る

　平成30年度の初日、4月 1 日に多可町消防団の
初出式が、ベルディーホールで厳かに執り行われ
ました。
　私が防災監であった頃は、中央公園で分列行進
や消防車両の行進、そして、杉原川河川敷での一
斉放水と活動的な式典でしたが、昨年からベルデ
ィーホールでの屋内式典に変更となっています。
　新しい形での初出式です。幾ばくか寂しい思い
もありますが、退団者の表彰や新入団員の紹介な
どでは、個々の方々と落ち着いて接することがで
きて、式典としては良いものに変わったと感じま
した。何より気になったのは、退団者が104人で
あることに対して、新入団者が61人しかおらず、
団員の総数が平成29年 4 月には1,014人であった
のに対して、平成30年度は971人と43人減少して
しまったことです。
　合わせて、新入団者である61人のうち、23人が
再入団ということで、新たに入団した若者は38人
という現実です。
　消防団の活動は、わが町にとって必要不可欠な
ものです。最近の想定外の気象現象により、突然
の豪雨や暴風、また予期されない火災や地震など
の災害に対して、常備消防（北はりま消防本部）だ
けでは、十分な防災体制が取れません。消防団の
ボランティア活動が、住民の皆さんの安心安全に
大きく寄与していることは、論を待たないと思い
ます。
　また、消防団のもう一つの大きな活動である災
害予防も大変重要です。防火パトロールや水防訓
練などによる予防啓発活動は、住民の方々の被災
を最小限に抑える非常に有意義な活動です。
　団員の減少は、これらの活動に直接的に影響を
与えます。町としては、団員確保に地域の区長さ
んとともに、さらに精力的に当たらねばならない
ことを再認識しました。
　どうか、皆さんも消防団の必要性をご理解いた
だき、若者のボランティア意識の醸成のためにも、
入団者の確保にご助力をお願いします。
　消防団の活動に感謝するとともに、若者の入団
への意識付けにご協力よろしくお願いいたします。

 4月21日･22日に行われ
た天神社春季例大祭。
　奥中・茂利・中村町の
華やかな屋台が徳畑天神
社に向けて歩を進めまし
た。集落には、担ぎ手た
ちの歌う祭り囃子と乗り
子の太鼓の音が響いてい
ました。
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 依存財源（68.9%）

 自主財源（31.1%）

平成30年度一般会計予算
　137億1,900万円
平成30年度一般会計予算
　137億1,900万円
平成30年度一般会計予算
　137億1,900万円

平成30年度　子育て環境の充実を図る平成30年度　子育て環境の充実を図る平成30年度　子育て環境の充実を図る

算予のちま

変革　そして未来への約束

H29予算額

138億7,000万円

28億849万円

7,420万円

28億8,269万円

2億7,711万円

25億5,556万円

2億1,894万円

1億5,151万円

1,010万円

60億9,591万円

8億8,786万円

21億4,590万円

30億3,376万円

229億9,967万円

H30予算額

137億1,900万円

23億5,056万円

7,122万円

24億2,178万円

2億9,804万円

26億4,635万円

2億1,192万円

1億2,884万円

339万円

57億1,032万円

8億4,760万円

24億88万円
32億4,848万円
226億7,780万円

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

学 校 給 食 事 業

診 療 所 事 業

宅 地 造 成 事 業

特 別 会 計 　 計

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

企 業 会 計 　 計

合　計

会計名

一 般 会 計

国
民
健
康

保
険

特
別
会
計

企
業
会
計

事 業 勘 定
直営診療施設勘定

計

増減率

△1.1％

△16.3％

△4.0％

△16.0%

7.6%

3.6%

△3.2％

△15.0％

△66.4%

△6.3％

△4.5％

11.9％

7.1％

△1.4％

歳出
137億
1,900万円

歳入
137億
1,900万円

自動車取得税交付金  4,200万円 0.3％

配当割交付金  1,800万円 0.1％

地方特例交付金など  2,160万円 0.2％

ゴルフ場利用税交付金  2,000万円 0.1％

地方譲与税  1億2,700万円 0.9％

予備費 1,000万円 0.1％

諸支出金 1億793万円 0.8％

議会費 1億7万円 0.7％

労働費 5,342万円 0.4％

商工費 2億2,979万円 1.7％

地方消費税交付金  3億2,000万円 2.3％

国庫支出金
7億3,050万円
             5.3％

県支出金
8億4,887万円
             6.2％

町債
24億2,136万円
        17.7％

地方交付税
49億円 35.7％

繰入金
16億3,742万円
        11.9％

衛生費
8億8,257万円
         6.4％

農林水産業費
8億5,085万円 6.2％

消防費
9億9,340万円
         7.2％

教育費
10億9,383万円
         8.0％

土木費
13億4,206万円
         9.8％

総務費
29億4,110万円
        21.4％

公債費
20億1,316万円
        14.7％

民生費
31億82万円
        22.6％

町税
20億4,976万円
           14.9％
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歳
入
で
は
、
町
税
や
使
用
料
お

よ
び
手
数
料
な
ど
に
よ
る「
自
主

財
源
」が
全
体
の
31
･
1
％
で
あ

る
の
に
対
し
、
国
や
県
に
頼
っ

た「
依
存
財
源
」が
68
･
9
％
で
、

財
源
の
多
く
を
依
存
財
源
が
占

め
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
う
ち
一
番
多
い

町
税
は
、
町
民
税
、
軽
自
動
車

税
、
た
ば
こ
税
で
増
額
を
見
込

ん
だ
も
の
の
固
定
資
産
の
評
価

替
え
等
の
影
響
に
よ
り
対
前
年

度
比
0
･
8
％
減
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
他
の
自
主
財
源

と
し
て
、
繰
入
金
、
諸
収
入
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

依
存
財
源
で
は
地
方
交
付
税

が
最
も
多
く
、
町
債
、
県
支
出

金
、
国
庫
支
出
金
と
次
い
で
い

ま
す
。
地
方
交
付
税
は
一
本
算

定
に
向
け
た
段
階
的
縮
減
3
年

目
と
な
る
普
通
交
付
税
を
地
方

財
政
計
画
に
よ
り
算
出
し
、
特

別
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
実
績

等
を
加
味
し
、
地
方
交
付
税
総

額
49
億
円
と
見
積
も
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
不
足
す
る
財
源
に

つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
金
に
よ
り
収
支
均
衡

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
一
番
多
く
占
め
る
の

は
民
生
費
で
、
4
･
5
歳
児
保

育
料
無
償
化
な
ど
の
子
育
て
支

援
や
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
に

対
す
る
福
祉
な
ど
の
経
費
で
す
。

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
な
ど
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
も
含
ま
れ

ま
す
。

　

二
番
目
に
多
い
総
務
費
は
、

工
事
最
終
年
度
と
な
る
新
庁
舎

整
備
、
地
域
交
通
対
策
経
費
、

た
か
テ
レ
ビ
、
プ
ラ
ザ
の
管
理

運
営
費
、
地
方
創
生
事
業
費
の

ほ
か
戸
籍
住
民
登
録
や
税
務
関

係
経
費
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

三
番
目
に
多
い
の
は
町
の
借

入
金
を
返
済
す
る
公
債
費
で
す
。

繰
上
償
還
を
含
み
対
前
年
度
比
、

6
･
4
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

土
木
費
は
、
道
路
や
河
川
、

公
園
、
町
営
住
宅
の
整
備
、
維

持
管
理
経
費
で
す
。

　

教
育
費
は
、
各
学
校
園
の
維

持
管
理
費
、
教
育
振
興
費
、
生

涯
学
習
、
図
書
館
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費
で
す
。

　

消
防
費
は
、
消
防
施
設
整
備
、

消
防
団
運
営
、
災
害
対
策
な
ど

の
経
費
で
、
本
年
度
は
消
防
出

張
所
整
備
事
業
に
よ
り
62
･
3

％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

衛
生
費
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
助
成
事
業
を
は
じ

め
、
健
康
づ
く
り
、
母
子
保
健

事
業
の
ほ
か
、
斎
場
、
ご
み
処

理
、
し
尿
処
理
に
係
る
一
部
事

務
組
合
負
担
金
な
ど
で
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
農
林
業
振

興
、
農
林
施
設
の
維
持
管
理
、

地
籍
調
査
な
ど
の
経
費
で
す
。

 

商
工
費
は
、
商
工
業
や
観
光
振

興
、
住
宅
助
成
、
道
の
駅
・
杉

原
紙
研
究
所
維
持
管
理
、
消
費

経
済
対
策
な
ど
の
経
費
で
す
。

財産収入 
3,540万円 0.3％

分担金および負担金
4,299万円 0.3％

寄附金
1億456万円 0.8％

使用料および手数料 
1億3,089万円 1.0％

諸収入 
2億6,865万円 2.0％
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　　　　　人権教育研究大会東播磨大会　　50万円(教育費）
　　7月28日に人権教育研究大会東播磨大会を開催し、差別の現実から深く学び、一人ひとりが主体となっ
　　た教育・啓発活動を展開するため、人権尊重の精神に徹した教育内容の創造と実践交流を図ります。

　　　　　  杉原紙ＮＥＸＴプロジェクト　　50万円(総務費）
　　杉原紙を周辺地域や国内外に積極的に発信し、地域資源である『杉原紙』をより広くＰＲすることで継続
　　的、経済的な発展の足掛かりを作ります。
 
　　　　　 北播磨市町播州織振興事業　　150万円(総務費）
　　播州織産地である多可町と西脇市が連携して、播州織産地で人材を募集する企業の紹介と受け入れ相談  
　　をする「播州織ジョブフェア」を東京圏で開催し、ものづくりに興味のある人材を産地に呼び込みます。

　　　　　 多可町地域活性化事業　　540万円(総務費）
　　多可町特産品認証委員会で、地域資源ＰＲ・観光誘客事業、特産品販売促進事業などを行い、地域活性
　　化を推進します。
　

　　　　　 小児インフルエンザ予防接種助成事業　　283万円(衛生費）
　　生後6カ月から中学生までを対象に、インフルエンザ予防接種にかかる費用の一部を助成します。

　　　　　 新生児聴覚検査費助成事業　　93万円(衛生費）
　　聴覚障がいは、早期に発見され適切な支援を行えば、音声言語発達等への影響を最小限に抑えることが
　　できます。早期発見・早期治療を目指すため、新生児に対する聴覚検査の費用を助成します。

　　　　　 産婦健康診査費助成事業　　63万円(衛生費）
　　産後2週間から1カ月の出産後間もない時期の産婦健診にかかる費用の一部を助成します。医療機関等
　　と連携を取り、産婦の健康管理を行いながら、産後うつ予防や新生児への虐待予防を図ります。

　　　　　 第2子、第3子以降の保育料を軽減　　360万円(民生費）
　　ひょうご保育料軽減事業により、第 2 子、第3子以降の保育料を軽減します。第2子は、月額5,000円
　　を超える額について、3歳未満児5,000円、3歳以上児3,500円を上限に助成。第3子以降は、月額5,000
　　円を超える額について、3歳未満児6,000円、3歳以上児4,500円を上限に助成（ともに所得制限あり）。

　　　　　 4・5歳児の保育料無償化　　3,500万円(民生費)
　　幼稚園､保育所などに通う町内の 4､5 歳児の保育料を無償にします（ただし給食費と教材費は実費徴収）。

　　　　　 病児･病後児保育事業　　736万円（民生費）
　　就労などからやむを得ず病気の子どもを看ることができない保護者を支援するため、病児保育・病後児
　　保育事業を充実し、子育て世代を応援します。

継　続

新　規

新　規

継　続

継　続

継　続

Ⅱ『未来への約束』

Ⅰ『変革』　－堅実な行政へ－

変革　そして未来への約束

◆合併特例債事業等の総仕上げ

◆お年寄り、子ども、人権を大切にする

◆地域産業の育成と雇用の確保

◆子育てするなら多可町

◆職員の能力・資質の向上

◆スリムで効率的な行財政システムへ

平成30年度　子育て環境の充実を図る

～住み続けたい町、住んで良かったと言われる町へ～

　　　　　　新庁舎建設事業　　14億8,984万円（総務費）

　　質の高い行政サービスを効率的・効果的に提供するとともに、住民の皆さんの安全・安心を守る災害対
　　策の拠点として、新庁舎を整備完成させます。
　
　　　　　　中学校施設整備事業　　900万円（教育費）

　　生徒の熱中症等を予防し、快適な環境で授業が受けられるよう、町内全中学校の各教室に空調設備を整
　　備するため、実施設計業務を委託します。
　
　　　　　　消防出張所整備事業　　4億3,313万円（消防費）

　　住民の皆さんが安心して暮らせる地域社会を築くために、北はりま消防組合出張所を町内3カ所（中区、
　　加美区、八千代区）に整備し、平成31年4月から3出張所による24時間体制を構築します。平成30年度
　　は2出張所（加美区、八千代区）を整備します。

　
　　　　　　指定管理料施設の見直し　　1億4,490万円（対H29年度予算額で19％削減）

　　『民でできるものは民へ』の視点から、民間の知識、経験、ノウハウを生かし、管理運営を抜本的に見直
　　し、行政のスリム化を図ります。
　
　　　　　　福祉施設の民間移譲事業　　2,800万円（民生費）

　　平成30年4月からかみ総合福祉センターとグループホームやすらぎの郷、2つの福祉施設を多可町社会
　　福祉協議会へ移譲します。

　
　　　　　　働き方改革研修　　60万円（総務費）

　　幹部職員の働き方改革研修を実施し、よりよいリーダーシップを発揮して、若手職員からの提案を後押
     しし、職員の知識・技術・個性を最大限生かす働き方ができるよう､『働き方改革指針』を作成します。

主  要  施  策  の
　　事  業  概  要

特集　まちのうごき

62018. 5月号　広報たか2018. 5月号　広報たか7
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　平成30年度の区長が決まりました。
　よろしくお願いします。（敬称略・○は新任）
　■問合先　総務課　☎（32）2382
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警
備
係
主
任
兼
調
査
係
主
任

　
　
　
　
　
　
　

岡
井　

俊
介

危
険
物
係
主
任　

金
澤　

良
仁

警
備
係
主
任
兼
調
査
係
主
任　

　
　
　
　
　
　
　

西
門　

裕
矢

救
急
係　
　
　
　

田
中　

英
之

予
防
係　
　
　
　

岸
本　

和
樹

予
防
係　
　
　
　

芝
崎　

聖
規

危
険
物
係　
　
　

前
田　

侑
哉

警
備
係
兼
調
査
係

　
　
　
　
　
　
　

大
角　

拓
也

○
2
係

救
急
担
当
当
務
主
幹
兼

警
備
係
長
兼
調
査
係
長　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

中
村　

明
継

副
署
長
補
佐
兼
予
防
係
長
兼

危
険
物
係
長　
　

遠
藤
太
香
博

副
署
長
補
佐　
　

藤
田　

訓
宏

救
急
係
長　
　
　

楠
田　

光
紀

庶
務
係
長　
　
　

藤
井　

健

警
備
係
主
任
兼
調
査
係
主
任　

　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

亮
平

救
急
係
主
任　
　

改
発　

晋
司

救
急
係
主
任　
　

堀　
　

辰
則

警
備
係
兼
調
査
係
前
田
浩
太
郎

予
防
係　
　
　
　

藤
原　

悠
太

警
備
係
兼
調
査
係
菅
野　

将
史

危
険
物
係　
　
　

窪
田　

啓
輔

【
駐
在
所
長
】

加
美
駐
在
所
所
長

　
　
　
　
　
　

（
2
係
兼
務
）

　
　
　
　
　
　
　

楠
田　

光
紀

八
千
代
駐
在
所
所
長

　
　
　
　
　
　

（
1
係
兼
務
）

　
　
　
　
　
　
　

西
嶋　

亮
市

　
　
　
　
　
　

　　
　
　

 

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に

つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
5
月
5
日
の「
こ
ど

も
の
日
」か
ら
１
週
間
を「
児
童
福
祉
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
◉
平
成
30
年
度
標
語

　
「
あ
と
一
歩

　
　
　
　

力
に
な
る
よ

　
　
　
　
　
　

そ
の
思
い
」

　　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育

つ
こ
と
、
こ
れ
は
、
社
会
の
宝

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る

国
民
全
体
の
願
い
で
あ
り
、
す

べ
て
の
子
ど
も
が
家
庭
や
地
域

に
お
い
て
、
豊
か
な
愛
情
に
包

ま
れ
な
が
ら
、
夢
と
希
望
を

持
っ
て
、
未
来
の
担
い
手
と
し

て
、
個
性
豊
か
に
た
く
ま
し
く

育
っ
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
・

社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
政
府
で
は
、
子

ど
も
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ
た

環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
経
済
的
に
厳

し
い
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
の

支
援
の
充
実
、
社
会
的
養
護
の

　
推
進
お
よ
び
児
童
虐
待
防
止
対

策
の
強
化
に
取
り
組
み
、
子
ど

も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
の
総

合
的
な
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

家
庭
児
童
相
談
の
ご
案
内

　　

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
、
心

配
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
専
門
の
家
庭
相
談
員
が

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
す
。

■
相
談
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

■
相
談
時
間

　

午
前
8
時
30
分

　
　
　
　
　

〜
午
後
5
時
15
分

■
相
談
方
法

　
　

面
接
や
電
話
、
訪
問
な
ど

■
相
談
内
容

　

子
育
て
や
し
つ
け
、
家
庭
の

事
情
に
よ
る
子
ど
も
の
養
育
、

支
援
の
利
用
な
ど

■
担
当
者　

家
庭
相
談
員

※
相
談
の
費
用
は
無
料
で
す
。

※
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
他

　

の
機
関
を
紹
介
し
た
り
連
携

　

を
図
っ
た
り
し
ま
す
。

※
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
・
こ
ど
も
園

　

で
、
巡
回
子
育
て
相
談（
月
1

　

回
）も
行
っ
て
い
ま
す
。



■
問
合
先　

学
校
教
育
課
☎（
32
）2
3
9
5

八
千
代
小
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
ま
す

　

八
千
代
小
学
校
は
、
平
成
28
年
4
月
に
統
合
し
、
2
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

を
一
層
進
め
て
い
く
た
め
に
、
本
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
ま
す
。

◉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）と

　

は
…

　

学
校
運
営
や
学
校
の
課
題
に

対
し
て
、
広
く
保
護
者
や
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
が
参
画
で
き
る

仕
組
み
で
す
。

　

当
事
者
と
し
て
、
子
ど
も
の

教
育
に
対
す
る
課
題
や
目
標
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
学
校
を
支

援
す
る
取
り
組
み
が
さ
ら
に
充

実
す
る
と
と
も
に
、
学
校
、
そ

し
て
学
校
運
営
協
議
会
を
核
と

し
て
地
域
が
つ
な
が
り
、
地
域

が
元
気
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

　

今
後
、
町
内
の
全
て
の
小
中

学
校
に
も
導
入
す
る
予
定
で
す
。

学校運営協議会の主な役割
○校長が作成する学校運営の基本方針を承認すること
○学校運営について、教育委員会または校長に意見を述べることができること
○教職員の任用に関して、教育委員会規則に定める事項について、教育委員会
　に意見を述べることができること

校長

学校

教職員人事の決定
（学校運営協議会の
意見を尊重）

兵庫県
教育委員会

説明

説明 意見

説明

意見

承認
学校運営に関する
意見

学校運営・
教育活動

学校運営の
基本方針

学校の指定
委員の任命

委員：保護者代表、地域の皆さんの代表など

保護者・地域の皆さん

学校運営協議会

コミュニティ・スクール

多可町
教育委員会

教職員の任用に関する
意見

新庁舎建設
シリーズ②

問合先　
　財政課  ☎（32）4771

特 集

としての役割

町民の安全・安心を守る

１ 災害対策拠点
•防災指揮機能を担う庁舎
•町民の安全・安心を守る庁舎

多
可
の
お
庭
を
巡
り
ま
せ
ん
か
？

多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
2
0
1
8

■
問
合
先　

多
可
町
観
光
交
流
協
会（
商
工
観
光
課
）☎（
32
）4
7
7
9

　

多
可
の
お
庭
を
巡
る
多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
。
今
年
は
、
バ
ス
ツ

ア
ー
に
加
え
て
、
花
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

◉
多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
バ

ス
ツ
ア
ー

　
「
多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
2

0
1
8
」の
庭
巡
り
を
し
ま
せ
ん

か
。

　

花
作
り
が
好
き
な
人
な
ら
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
と　

き

　

5
月
18
日（
金
）　　
　
　

 
 
 

24
日（
木
）

　
　
　

29
日（
火
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
ご
ろ

■
コ
ー
ス

　

未
定

■
集
合
場
所

　

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

■
参
加
費

　

2
，0
0
0
円（
昼
食
付
）

■
定　

員

　

23
人

■
申
込
開
始
日

　

5
月
7
日（
月
）

　

午
前
9
時
〜

　

※
電
話
受
付
の
み

◉
多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
花

め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の

お
庭
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

■
と　

き

　

5
月
3
日（
木
）

　
　

〜
5
月
31
日（
木
）　
　

■
応
募
方
法

　

ス
タ
ン
プ
6
個
を
1
口
と
し

て
応
募

■
景　

品

　

応
募
者
全
員
に
花
の
種
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

　

さ
ら
に
、
抽
選
で
3
人
に
多

可
町
商
品
券（
5
，0
0
0
円
）が

当
た
り
ま
す
。

■
問
合
先　

定
住
推
進
課
☎（
32
）4
7
7
6

さ
と

■
助
成
内
容

•
購
入
者
を
対
象
と
し
た
制
度

に
よ
り
、
最
大
2
5
0
万
円

の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

•
県
が
実
施
す
る
県
産
木
材
住

宅
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
低
利
率
の
借
り
入
れ
も

可
能
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
資
格
な
ど
が
助
成
内
容

ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
購
入
申
込
資
格

①
住
宅
建
築
用
の
宅
地
を
必
要

と
し
、
5
年
を
め
ど
に
建
築

の
着
手
が
見
込
め
る
人

②
入
居
時
に
は
購
入
地
に
住
民

登
録
を
し
、
永
住
予
定
の
人

③
日
本
国
籍
の
人
、
ま
た
は
永
住

許
可
を
受
け
て
い
る
外
国
人

④
支
払
期
日
ま
で
に
譲
渡
代
金

（
頭
金
10
％
・
残
金
90
％
）の

支
払
い
が
可
能
な
人

⑤
暴
力
団
な
ど
、
反
社
会
的
な

組
織
に
加
入
し
て
お
ら
ず
、

人
権
を
尊
重
し
、
暴
力
の
な

　

い
明
る
い
社
会
・
地
域
づ
く

り
に
参
加
で
き
る
人

⑥
譲
渡
契
約
時
の
年
齢
が
満
20

歳
以
上
の
人

⑦
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

■
分
譲
区
画　

1
区
画

■
所
在
地　

加
美
区
熊
野
部

先
着
分
譲
中

「
ハ
イ
ラ
ン
ド
か
み
の
郷
」購
入
者
募
集

　

宅
地
分
譲
地「
ハ
イ
ラ
ン
ド
か
み
の
郷
」で
は
、
若
者
世
帯
と
子
育
て

世
帯
の
支
援
と
し
て
、
価
格
の
減
額
な
ど
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

済済

済 済済済

済 済

済

済

済済

公共用地

宅地内道路幅５m

449万円
5号地

N

さ
と

宅地内道路幅５m

の
ぎ
く
バ
ス
停

な
ど
を
行
う
防
災
対
策
本
部
と

し
て
機
能
す
る
と
と
も
に
、
個

人
情
報
を
含
む
重
要
な
情
報
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
庁
舎
は
、
将
来
の
発
生
が

確
実
視
さ
れ
る
大
地
震
時
に
も

倒
壊
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、

大
き
な
補
修
を
す
る
こ
と
な
く

業
務
を
継
続
す
る
こ
と
が
可
能

な
構
造（
耐
震
構
造
）と
な
っ
て

い
ま
す
。

　　　　

ま
た
、
電
気
・
上
下
水
道
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
し

た
場
合
で
も
、
災
害
対
応
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
な
い
よ

う
に
、
非
常
発
電
機
な
ど
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
備
え
た
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
装
備
に
よ
り
、
大

地
震
が
発
生
し
た
直
後
か
ら
で

も
、
情
報
収
集
や
関
係
機
関
と

の
連
携
の
ほ
か
、
被
災
者
の
救

助
活
動
や
避
難
所
の
開
設
指
示

非常発電機

免震床

マンホール
　　トイレ

地震に対する安全性を、より
高めるためサーバー室に設置

災害時や、突発
的な事故による
停電の際に、庁
舎機能を維持す
るため、庁舎屋
上に設置

災害発生時の
トイレを確保
するために、
北側駐車場に
設置

クローズアップ町政
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※最長 4年の元金据置返済が可能

資金の使途

医　療

冠婚葬祭

教　育

住宅増改築

融資限度額

100万円

100万円

300万円

300万円

返済期間

5 年以内

5年以内

10年以内

10年以内

利　率

年2 .03％

年2 .03％

年2 .00％

年2 .03％

※

■
問
合
先　

定
住
推
進
課
☎（
32
）4
7
7
6

住
ま
い
づ
く
り
を
支
援

多
可
町
の
住
ま
い
の
助
成

■
対　

象

•
町
内
で
引
き
続
き
1
年
以
上

　

同
一
事
業
所
を
経
営
し
て
い

　

る
中
小
企
業
者

•
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
2

 

条
第
1
項
第
1
号
、
第
2
号
、

　

第
5
号
お
よ
び
第
6
号
に
規

　

定
す
る
法
人
ま
た
は
個
人

•
取
扱
金
融
機
関
で
審
査
し
、

　

適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
・

　

国
民
健
康
保
険
税
・
上
下
水

　

道
使
用
料
な
ど
）を
完
納
し
て

　

い
る
事
業
者

■
取
扱
金
融
機
関

•
兵
庫
県
信
用
組
合（
中
町
支
店

　

・
八
千
代
支
店
）

•
中
兵
庫
信
用
金
庫（
中
町
支
店

　

・
加
美
町
支
店
）

•
み
の
り
農
協（
中
町
支
店
・
加

　

美
支
店
・
八
千
代
支
店
）

■
融
資
条
件

【
融
資
利
率
】　

年
1
・
1
％

【
融
資
限
度
額
】

　

1
企
業
に
つ
き
5
0
0
万
円

※
設
備
資
金
は
1
，0
0
0
万
円

【
融
資
期
間
】　

5
年
以
内

※
設
備
資
金
は
7
年
以
内

　　

 

（
据
置
期
間
6
カ
月
以
内
）

【
資
金
の
使
途
】

　

運
転
資
金
、
事
業
転
換
資
金
、

開
業
資
金
、
設
備
資
金

【
担　

保
】

　

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
が
必

要
と
す
る
と
き
は
、
担
保
を
徴

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
連
帯
保
証
人
】

　

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

【
信
用
保
証
】

　

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
保

証
が
必
要
で
す
。

【
保
証
料
の
補
給
】

　

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
へ
支

払
っ
た
保
証
料
は
、
申
請
に
よ

り
そ
の
2
分
の
1
を
町
が
補
給

し
ま
す
。

■
問
合
先　

商
工
観
光
課
☎（
32
）4
7
7
9

町
内
の
中
小
企
業
を
応
援

中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
制
度

　

町
内
の
中
小
企
業
者
の
金
融
を
円
滑
化
し
、
正
常
な
事
業
活
動
を
促

進
す
る
た
め
の
融
資
制
度
で
す
。

中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金
制
度
・
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度

生
活
資
金
・
住
宅
資
金
を
融
資

　

町
内
企
業
に
勤
務
す
る
勤
労
者
の
生
活
安
定
の
た
め
の
制
度
で
す
。

■
問
合
先　

商
工
観
光
課
☎（
32
）4
7
7
9

◉
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度

■
対　

象

•
同
一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤

　

務
し
て
い
る
勤
労
者（
事
業
主

　

お
よ
び
そ
の
家
族
従
業
者
は

　

除
く
）

•
町
内
に
自
己
の
住
宅
を
建
築

　
（
増
改
築
を
含
む
）ま
た
は
購

　

入
し
よ
う
と
す
る
人

※
現
住
所
の
町
内
外
は
問
い
ま

　

せ
ん
。

•
近
畿
労
働
金
庫
で
審
査
し
、

　

適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

◉
中
小
企
業
勤
労
者

　
　
　
　
　
　

 

生
活
資
金
制
度

■
対　

象

•
中
小
企
業
に
勤
務
し
て
い
る

　

人（
事
業
主
お
よ
び
そ
の
家
族

　

従
業
者
は
除
く
）

•
本
制
度
に
よ
る
生
活
資
金
融

　

資
を
受
け
て
い
な
い
人

•
町
内
に
1
年
以
上
在
住
し
、

　

同
一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤

　

務
し
て
い
る
人

•
近
畿
労
働
金
庫
で
審
査
し
、

　

適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
・

　

国
民
健
康
保
険
税
・
上
下
水

　

道
使
用
料
な
ど
）を
完
納
し
て

　

い
る
人

■
融
資
条
件

【
保　

証
】

　
（
一
社
）日
本
労
働
者
信
用
基

金
協
会
の
保
証
が
必
要
で
す
。

【
返
済
方
法
】

　

元
利
均
等
月
賦
返
済

•
年
齢
が
満
20
歳
以
上
、
満
60

　

歳
未
満
の
人（
た
だ
し
、
完
済

　

時
の
年
齢
が
満
76
歳
未
満
で

　

あ
る
こ
と
）

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
・

　

国
民
健
康
保
険
税
・
上
下
水

　

道
使
用
料
な
ど
）を
完
納
し
て

　

い
る
人

■
取
扱
金
融
機
関

　

近
畿
労
働
金
庫
北
播
支
店

■
融
資
条
件

【
融
資
利
率
】

　

固
定
金
利
型　

年
1
・
87
％

【
融
資
限
度
額
】　

2
，0
0
0
万
円

【
融
資
期
間
】　

35
年
以
内

【
資
金
の
使
途
】

　

申
請
者
が
自
ら
居
住
す
る
た

め
の
住
宅
建
築（
増
改
築
含
む
）

ま
た
は
購
入
に
充
て
る
も
の
で
、

そ
の
住
宅
の
全
部
ま
た
は
一
部

が
営
利
目
的
に
使
用
さ
れ
な
い

こ
と

【
担　

保
】

　

融
資
す
る
建
物
お
よ
び
そ
の

土
地
に
原
則
と
し
て
第
一
順
位

の
抵
当
権
設
定
登
記
を
し
ま
す
。

【
保　

証
】

　
（
一
社
）日
本
労
働
者
信
用
基

金
協
会
の
保
証
が
必
要
で
す
。

【
返
済
方
法
】

　

元
利
均
等
月
賦
返
済

※
半
年
賦
返
済
併
用
も
可

　
　
　
　

　
　
　
　

　　

町
内
の
建
築
業
者
な
ど
が
施

工
す
る
住
宅
新
築
に
対
し
、
建

築
主
に
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

定
住
者
の
増
加
と
技
能
・
技
術

の
継
承
お
よ
び
地
域
経
済
の
活

性
化
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

※
必
ず
工
事
着
工
前
に
申
請
し

　

て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
額

①
主
体
構
造
部
工
事
、
左
官
工

　

事
、
内
装
工
事
、
電
気
工
事

　

な
ど
町
の
指
定
す
る
14
職
種

　

の
う
ち
、
7
職
種
以
上
が
町

　

内
業
者
で
あ
り
、
建
築
費
1
，

　

0
0
0
万
円
以
上
の
住
宅
に

　

5
万
円
を
助
成
。
建
築
費
が

　

5
0
0
万
円
増
え
る
ご
と
に

　

助
成
額
を
5
万
円
ず
つ
加
算

　
（
上
限
25
万
円
）。

②
同
じ
く
町
の
指
定
す
る
14
職

種
の
う
ち
、
10
職
種
以
上
が

町
内
業
者
で
あ
り
、「
土
台
」

と「
柱
」に
県
産
の
無
垢
材
を

使
用
し
た
、建
築
費
1
，0
0
0

万
円
以
上
の
木
造
住
宅
に
10

万
円
を
助
成
。
建
築
費
が

5
0
0
万
円
増
え
る
ご
と
に

助
成
額
を
10
万
円
ず
つ
加
算

　
（
上
限
50
万
円
）。

■
対
象
条
件　

•
耐
震
金
物
・
火
災
警
報
器
の

　

取
り
付
け
、
居
室
の
換
気
シ

　

ス
テ
ム
な
ど
、
建
築
基
準
法

　

に
準
じ
た
工
事
が
さ
れ
て
い

　

る
こ
と

•
元
請
お
よ
び
主
体
構
造
部
工

　

事
が
町
内
業
者
で
あ
る
こ
と

•
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

町
内
の
建
築
業
者
な
ど
が
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
場
合
に
、

住
宅
所
有
者
に
助
成
を
行
い
ま

す
。

※
必
ず
工
事
着
工
前
に
申
請
し

　

て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
額　

事
業
費
の
5
％

　
（
上
限
5
万
円
・
千
円
未
満
は

　

切
り
捨
て
）

■
対
象
条
件　

•
自
己
が
所
有
し
、
居
住
す
る

　

町
内
の
住
宅
で
あ
る
こ
と

•
町
内
の
建
築
業
者
な
ど
が
施

　

工
す
る
こ
と

•
事
業
費
が
50
万
円
以
上
の
住

　

宅
改
修
工
事
で
あ
る
こ
と

•
改
修
工
事
に
つ
い
て
ほ
か
の

　

住
宅
助
成
事
業
を
受
け
て
い

　

な
い
こ
と

•
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　　

中
古
住
宅
を
購
入
し
て
、
多

可
町
に
移
住
し
よ
う
と
す
る
人
、

引
き
続
き
多
可
町
に
住
も
う
と

す
る
人
に
助
成
し
ま
す
。

※
町
内
で
転
居
し
た
人
も
対
象

に
な
り
ま
す
。

※
転
入
・
転
居
後
、
6
カ
月
以

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
額

　

10
万
円
を
限
度
に
助
成

■
対
象
条
件　

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

•
多
可
町
に
定
住
の
意
思
を
持

ち
、
5
年
以
上
居
住
す
る
こ

と
を
誓
約
し
た
人

•
町
内
に
建
築
し
た
個
人
住
宅

で
、
平
成
22
年
4
月
１
日
以

降
に
購
入
し
た
物
件

•
住
宅
の
所
有
者
と
契
約
を
交

わ
し
た
中
古
住
宅
購
入
者（
3

親
等
以
内
の
親
族
か
ら
の
購

入
は
除
く
）

•
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

兵
庫
県
信
用
組
合
と
の
包
括

地
域
連
携
協
定
の
下
で
、
若

者
・
子
育
て
世
代
が
、
兵
庫
県

信
用
組
合
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
利

用
し
て
、
初
め
て
住
宅
を
新
築

ま
た
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場

合
に
、
住
宅
ロ
ー
ン
契
約
に
よ

る
利
子
相
当
分
を
、
町
と
兵
庫

県
信
用
組
合
が
支
援
助
成
し
ま

す
。

■
助
成
額

　

住
宅
ロ
ー
ン
貸
付
年
利
率　

　

0
･
5
％
相
当
額

■
対
象
条
件　

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

•
新
た
に
建
築
ま
た
は
、
リ
フ

ォ
ー
ム
す
る
住
宅
の
所
有
者

で
あ
る
こ
と

•
所
有
者
本
人
が
居
住
す
る
住

宅
で
あ
る
こ
と

•
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　
　
　

助
成
ご
と
に
、
申
請
書
類
な

ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
住
ま
い
の
新
築

助
成
事
業

２
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
事
業

３
中
古
住
宅
購
入

助
成
事
業

４
住
宅
ロ
ー
ン
利
子

助
成
事
業
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多可町

■担当隊員
　橋口若葉さん
　

活動レポート
地域おこし協力隊 ■

問
合
先　

商
工
観
光
課
☎（
32
）4
7
7
9

　

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金（
マ
ル
経
融
資
）の
利
用
者
に
対
し
、
町
が
利
子
補
給
を
行
う
制
度
で
す
。

　
■
対　

象

•
多
可
町
商
工
会
か
ら
推
薦
を

受
け
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

か
ら
平
成
25
年
4
月
以
降
に

マ
ル
経
の
融
資
を
受
け
た
事

業
者

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
上
下
水   

　

　

道
料
金
な
ど
）を
完
納
し
て
い

る
事
業
者

■
内　

容

　

当
該
融
資
に
係
る
利
子
合
計

額
の
2
分
の
1
を
補
給
し
ま
す
。

補
給
の
交
付
期
間
は
、
2
年
間

で
す
。

■
融
資
条
件

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と

•
多
可
町
商
工
会
の
会
員
で
あ

　

る
こ
と

•
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
20

 

人
以
下（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

　

の
場
合
は
5
人
以
下
）で
あ
る

　

　

こ
と

•
原
則
と
し
て
6
カ
月
以
上
、

　

多
可
町
商
工
会
の
経
営
指
導

　

を
受
け
て
い
る
こ
と

•
最
近
1
年
以
上
、
町
内
で
事

　

業
を
営
ん
で
い
る
こ
と

•
所
得
税
、
法
人
税
、
事
業
税
、

　

ま
た
は
県
民
税
や
住
民
税（
均

　

等
割
を
含
む
）を
、
原
則
と
し

　

て
す
べ
て
完
納
し
て
い
る
こ

　

と
•
商
工
業
者
で
あ
り
、
か
つ
日

　

本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活

　

事
業
の
非
対
象
業
種
な
ど
で

　

な
い
こ
と

※
金
融
・
保
険
業
や
娯
楽
業
な

　

ど
、
取
り
扱
い
が
で
き
な
い

　

業
種
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
者
の
積
極
的
な
経
営　

　

の
安
定
化
を
応
援
し
ま
す
！

　

健
康
保
養
地
担
当
の
橋
口
で
す
。

 

昨
年
度
末
に
、
コ
ー
ス
整
備
を
行

い
ま
し
た
。
4
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

に
も
書
き
ま
し
た
が
、
木
の
ベ
ッ
ド

を
4
コ
ー
ス
に
設
置
し
、
妙
見
山
麓

コ
ー
ス
の
一
部
に
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を

敷
き
ま
し
た
。

　

今
な
ら
敷
き
た
て
な
の
で
、
ふ
か

ふ
か
で
良
い
香
り
が
し
ま
す
。
な

か
・
や
ち
よ
の
森
ヴ
ァ
ル
ト
コ
ー
ス

に
は
、
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
、
砂
、
玉
砂

利
を
入
れ
た
、
長
さ
約
4
ｍ
の
箱
の

中
を
裸
足
で
歩
く
も
の
を
設
置
し
ま

し
た
。
普
通
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は

味
わ
え
な
い
も
の
を
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
体
験
し
に
来
て
く
だ

さ
い
。

　
岩
座
神
棚
田
散
策
コ
ー
ス
、
湖
畔
の

広
場
周
辺
コ
ー
ス
、
千
ヶ
峰
市
原
コ

ー
ス
は
、
今
ま
で
手
書
き
マ
ッ
プ
を

使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
見
や

す
く
て
分
か
り
や
す
い
コ
ー
ス
マ
ッ

プ
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
人
に
の
み

配
布
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
マ
ッ
プ

は
全
部
で
10
コ
ー
ス
分
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
全
コ
ー
ス
コ
ン
プ
リ
ー
ト

し
て
く
だ
さ
い
。

　　

多
可
町
に
来
て
2
年
が
経
ち
、
で

き
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
コ
ー
ス

整
備
な
ど
で
、
看
板
や
木
の
ベ
ッ
ド

の
設
置
作
業
を
し
て
い
る
う
ち
に
、

ハ
ン
マ
ー
や
イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ

ー
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
そ
ん
な
こ
と
か
よ
」
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
に
と
っ
て

は
、
か
な
り
大
き
な
変
化
で
す
。

　

先
日
、
組
み
立
て
式
の
棚
を
購
入

し
た
の
で
す
が
、
イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ

イ
バ
ー
を
使
い
こ
な
し
て
一
人
で
組

み
立
て
ま
し
た
。
活
動
を
通
し
て
、

何
気
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
、
日
常
生
活
で
生
か
さ
れ
る
と

う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
少
し

ず
つ
出
来
る
事
が
増
え
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。

▲ウッドチップがふかふか♪

▲ 10種類のコースマップ

　

3
23

多可学園閉講式

学び続けて一生涯

24
3 天船バイパス開通式

安全・快適 そして発展へ
　加美区と八千代区を繋ぐ一般県道加美八千代線。
その中の、天船バイパスに二期工事部分およそ640
ｍの工事が完了し、開通式を行いました。
　セレモニーでは、おなじみのテープカットに代え
て、マイスター工房八千代が用意した「天船巻き寿
司」をカット。車道の幅と同じ8ｍの巻き寿司が切
られると、集まったたくさんの住民らが、待ち望ん
だバイパスの完成を祝いました。

▲道路に見立てた長～い巻き寿司をカット！

8
4 ふるさとお花見ウォーク

歩いて笑って健康づくり

　多可学園の一年の締めくくりとして、ベルディ
ーホールで「閉講式」を開催しました。
　オープニングでは、加美区と八千代区のコーラ
ス講座受講生が舞台に立ち、一年間の集大成とし
て歌声を披露。また、式では、今年度の学生196人
のうち、22人に皆勤賞が贈られたほか、プロサー
カスパフォーマーのあんこさんによるパフォーマ
ンスが会場を沸かせました。

　平成30年度の多可町消防初出式をベルディーホ
ールで行いました。式では、今年度の新役員に辞
令を交付したほか、退任する植山保信前団長らに
町長から感謝状を贈りました。
　今年度は、再入団を含む61人が新たに入団し、
971人でのスタートとなった多可町消防団。
　遠藤泰尚団長の指揮の下、地域防災の要として、
町の安全・安心に力を注いでいきます。

多可町消防初出式

地域の防人 新体制で始動
4
1

▲一年の成果を堂々と発表する学生の皆さん

▲訓示を述べる遠藤泰尚新団長

たかちょう スケッチブックたかちょう スケッチブックたかちょう スケッチブック

　多可町スポーツ推進委員会主催のふるさとお花見
ウォークが行われ、およそ30人が参加しました。
　今回のコースは、西安田公民館を出発し、円満寺、
法幢寺を巡る6.0キロ。前日の雨風で桜の花が散り、
葉桜の中での開催でしたが、参加者はそれぞれ自分
のペースで歩を進め、多可の春を体全体で満喫して
いました。次回は、5 月13日（日）に開催予定です。
皆さんぜひ参加してみてくださいね。

▲春を感じながら笑顔でウォーキング

クローズアップ町政
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利
子
の
半
額
を
2
年
間
補
助

マ
ル
経
融
資
向
け
利
子
補
給
制
度



ぼくぼくと私の作品展作品展

私が工夫したところは、ねん土に線をつけて、リボ
ンたいみたいにしたところです。花もピンク色にし
て、春らしくなるように作りました。

島 村 采 音 さ ん
（八千代小学校 4 年 ）

犬が家でくつろいでいるところを版画で表現しました。
がんばったところは床です。ほる時に、床以外の所を
削らないように気をつけて彫刻刀で削りました。

笹 倉 吉 乃 さ ん
（ 松 井 小 学 校 6 年 ）

橋 間 彩 乃 さ ん
（杉原谷小学校 6 年 ）

紙ふぶきをふらせたり、手の形で、世界で№１に
なる夢がかなった瞬間を表現しました。

よ し の

せ い や あ や の

東 田 斉 也 さ ん
（中町北小学校2年）

『春の写真立て』

『ワニと出あったよ』
ワニは口が大きくてしっぽがながくて、3メートル
ぐらいでした。すごく大きいとおもいました。ワニ
の口やしっぽなどをがんばって作りました。

毎月、町内の小学生の作品（絵画・書道・工作など）を紹介します。

ぼくと私の作品展

こ と ね

わが家の

アイドル

【
撮
影
は
お
母
さ
ん
】

咲　

菜　
さ
ん（
5
歳
）

　　

ひ
と
り
っ
子
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、

内
気
で
な
か
な
か

輪
の
中
に
入
っ
て

い
け
な
く
て
、
い

つ
も
近
く
で
眺
め

て
い
る
だ
け
の
こ

と
が
多
い
け
ど
、

家
の
中
で
は
誰
よ

り
も
元
気
で
、
い
つ
も
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
る
わ
が

家
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
す
♬

　

面
白
い
事
が
大
好
き
で
、
い
つ
も
冗
談
ば
か
り
言
っ
て
い

る
子
ど
も
ら
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
お
し
ゃ
れ
が
大

好
き
で
一
日
に
何
回
も
着
替
え
た
り
、
髪
型
を
自
分
で
決
め

た
り
と
、
す
ご
く
お
姉
さ
ん
な
一
面
も
あ
り
ま
す
。
感
受
性

が
強
く
、
テ
レ
ビ
や
ア
ニ
メ
を
見
て
人
の
気
持
ち
を
考
え
て

感
動
し
、
泣
く
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
優
し

い
咲
菜
が
大
好
き
で
す
！
こ
れ
か
ら
も
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で

人
の
痛
み
が
わ
か
る
優
し
い
咲
菜
の
ま
ま
で
素
敵
な
大
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す　

い
つ
も
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
！

八
千
代
区
下
三
原

渡
辺
毅
さ
ん
・
ゆ
ず
ほ
さ
ん

ご
夫
妻
の
お
子
さ
ん

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

さ

な

法
務
大
臣
感
謝
状

大
江　

保
さ
ん（
大
袋
）

正
六
位

故
・
森
野　

道
雄
さ
ん（
西
山
）

　　　　

昭
和
22
年
か
ら
昭
和
62
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
国
民
学
校
、

公
立
中
学
校
教
諭
、
公
立
小
・

中
学
校
教
頭
、
公
立
小
・
中
学

校
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
に
対
す
る
熱
き
情
熱
と

信
念
を
持
っ
て
心
身
と
も
に
健

康
な
児
童
生
徒
の
育
成
に
取
り

組
ま
れ
、
学
校
教
育
の
振
興
と

充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
62
年
3
月
に
加
美
中
学
校
長

を
最
後
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
が
、

校
長
と
し
て
の
信
頼
も
厚
く
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
と
の
連
携

に
努
め
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
行
政
の
面
で
は
、

社
会
教
育
主
事
と
し
て
、
同
和

教
育
に
精
力
を
傾
け
、
地
域
の

教
育
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
26
年
8
月
に
は
、

瑞
宝
双
光
章
を
受
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

加
美
区
の
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
、
平
成
20
年
10
月
か
ら
9

年
間
に
わ
た
り
、
人
権
相
談
な

ど
積
極
的
な
活
動
を
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　　

農
業
用
た
め
池
の
適
正
な
管

理
、
お
よ
び
多
面
的
機
能
の
発

揮
に
努
め
、
地
域
全
体
で
住
民

の
安
全
と
農
業
農
村
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　　　

大
江
保
さ
ん
の
退
任
に
伴
い
、

新
し
く
森
野
学
也
さ
ん
が
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
33
年
3
月
31
日

ま
で
の
3
年
間
で
す
。

　

　　

平
成
27
年
4
月
か
ら
就
任
さ

れ
て
い
た
安
平
富
彦
さ
ん
が
、

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
33
年
3
月
31
日
ま
で
の
3

年
間
で
す
。

平
成
10
年
か
ら
毎
年
、
年
末
に

加
美
区
内
の
社
会
福
祉
施
設
の

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
長
年
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
福
祉

の
心
は
、「
町
ふ
る
さ
と
の
夏
ま

つ
り
」実
施
後
の
会
場
清
掃
や
、

学
校
付
近
の
公
衆
ト
イ
レ
の
清

掃
な
ど
、
自
主
的
な
奉
仕
活
動

に
発
展
し
、
地
域
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
61
年
か
ら
盆
前
と
正
月

前
の
年
2
回
、
高
齢
者
福
祉
施

設「
楽
久
園
」で
、
窓
ふ
き
や
車

い
す
掃
除
な
ど
の
清
掃
奉
仕
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
活
動
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
入
居
者
と
の
ふ
れ

あ
い
交
流
、
吹
奏
楽
部
に
よ
る

訪
問
演
奏
会
、
体
育
祭
や
文
化

祭
へ
の
招
待
、
年
賀
状
交
換
、

餅
つ
き
会
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
な
ど
、
地
域
福
祉
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
に
兵
庫
県
公
館
で
開

催
さ
れ
た
、「
ス
マ
ホ
サ
ミ
ッ
ト

2
0
1
7
」に
お
い
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
利
用
対
策
活
動
事
例

発
表
を
行
い
、
県
下
73
の
活
動

事
例
の
中
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
、
北
播
磨
地
域
の
名
誉
高
揚

に
貢
献
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
委
嘱

森
野　

学
也
さ
ん（
西
山
）

安
平　

富
彦
さ
ん（
岸
上
）

北
播
磨
青
少
年
本
部
長
表
彰

加
美
中
学
校
生
徒
会

八
千
代
中
学
校
生
徒
会

北
播
磨
青
少
年
本
部
長
表
彰

特
別
賞

八
千
代
中
学
校
生
徒
会

『家でくつろぐ犬』

『なでしこジャパンの絶対王者！！』

た
め
池
管
理
者
に
対
す
る

知
事
感
謝
状

奥
中
地
区

▲加美中学校 ▲八千代中学校

み
ん
な
に

は
な

ま　

る
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学
生
で
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
学
生
納
付
特
例
の
手
続
き

を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
引
き
続
き
、

平
成
30
年
度
も
学
生
納
付
特
例

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
4
月
が

更
新
月
に
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
る「
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納

付
特
例
申
請
書
」（
ハ
ガ
キ
）の

返
送
で
も
更
新
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
3
月
ま
で
学
生
で
学

生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
し
、

4
月
か
ら
学
生
で
な
く
な
り
、

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
に
は
、
免
除
・
猶

予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
は
、
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が

一
定
以
下
の
場
合
、
申
請
し
承

認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付

を
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
猶
予
制
度
は
、
50
歳
未

満
で
あ
れ
ば
、
世
帯
主
の
所
得

は
審
査
対
象
と
は
せ
ず
、
本
人

と
配
偶
者
の
所
得
の
み
で
審
査

さ
れ
ま
す
。

　

　

免
除
・
猶
予
の
申
請
を
希
望

す
る
人
は
、
住
民
課（
中
央
公
民

館
）、
加
美
プ
ラ
ザ
、
八
千
代
プ

ラ
ザ
で
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き

る
も
の（
年
金
手
帳
、
納
付
書

な
ど
）、
ま
た
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
通
知

カ
ー
ド
な
ど
）

②
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証

　

な
ど
）

③
平
成
30
年
度
有
効
の
学
生
証

　

ま
た
は
在
学
証
明
書（
学
生
納

　

付
特
例
を
希
望
す
る
人
の
み
）

④
印
鑑

多
可
町
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル

健
や
か
な
発
達
を
応
援
す
る

　
『
小
さ
な
時
か
ら
ず
っ
と
友
達

　

関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
』

『
先
生
の
話
が
聞
け
な
く
て
よ

　

く
注
意
さ
れ
る
』

『
運
動
は
得
意
だ
け
ど
漢
字
が

　

全
く
覚
え
ら
れ
な
い
』

『
持
ち
物
の
準
備
や
整
理
が
で

　

き
な
い
』

　　

右
記
の
よ
う
な「
気
に
な
る

子
」の
中
に
は
、
持
っ
て
生
ま
れ

た
発
達
特
性（
強
い
個
性
）ゆ
え

に
、
発
達
に
大
き
な
凸
凹
が
生

じ
や
す
く
、
生
活
や
学
習
上
で

配
慮
が
必
要
と
な
る
子
ど
も
も

い
ま
す
。「
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ

ル
」は
、
こ
う
し
た
何
ら
か
の
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も

の
発
達
を
応
援
す
る
ツ
ー
ル
で

す
。
保
護
者
と
学
校
園
の
先
生

が
相
談
し
な
が
ら
、
一
緒
に
支

援
計
画
な
ど
を
作
成
し
、
就

学
・
進
学
時
に
次
校
園
へ
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
で
、
一
貫
し

た
支
援
を
長
期
的
に
積
み
上
げ

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
う

ち
の
子
に
も
必
要
か
な
」と
思
わ

れ
た
ら
、
学
校
園
や
こ
ど
も
未

来
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

こ
ど
も
未
来
課
☎（
32
）2
3
8
5

み
ん
な
に

は
な

ま　

る

平
成
29
年
度

多
可
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

▲スポーツ賞優秀賞受賞者の皆さん（代理、欠席含む）

年
金
広
報

ぼ
ん
え
る
ふ

ぼ
ん
え
る
ふ

●
問
合
先　

住
民
課

　
　
　
　　

☎（
32
）2
3
8
3

学生納付特例申請の
　　　手続きはお済みですか？

　（第 8回　多可町年金コンクール　最優秀作品）
『 親の意見と年金は　あとからわかる　ありがたさ 』『 親の意見と年金は　あとからわかる　ありがたさ 』『 親の意見と年金は　あとからわかる　ありがたさ 』

平成20年度
21年度
22年度
23年度
24年度
25年度
26年度
27年度
28年度
29年度

15,170円
15,260円
15,520円
15,310円
15,160円
15,130円
15,280円
15,610円
16,260円
16,490円

7,580円
7,630円
7,760円
7,650円
7,580円
7,570円
7,640円
7,800円
8,130円
8,240円

3,790円
3,810円
3,880円
3,820円
3,780円
3,780円
3,820円
3,900円
4,060円
4,120円

11,380円
11,440円
11,640円
11,470円
11,360円
11,350円
11,460円
11,700円
12,190円
12,370円

全額免除 4分の 1免除半額免除4分の 3免除

保険料を追納することができます
　保険料の免除や学生納付特例制度、納付猶予制度の承
認を受けた期間は、保険料を全額納付したときに比べ、
将来受け取る年金額が少なくなります。
　10年以内であれば、後からこの期間の保険料を納める
こと（追納）ができます。

免除の承認を受けた年度の保険料を
平成30年度中に追納する場合の額

年
金
の
疑
問　

Q
＆
A　
　

　
　Q

私
の
息
子
は
海
外
に
住
ん
で

い
ま
す
。
海
外
に
住
ん
で
い
て

も
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
？

A
昭
和
61
年
4
月
か
ら
、
日
本

国
民
で
あ
れ
ば
外
国
に
居
住
し

て
い
て
も
本
人
の
希
望
で
加
入

（
任
意
加
入
）す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
任
意
加
入
し
て
、
保
険

料
を
納
め
れ
ば
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
額
に
算
入
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
障
害
基
礎

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
期
間
の
保
障
も
あ
り
ま
す
。

任
意
加
入
さ
れ
な
い
場
合
は
、

も
し
も
の
保
障
や
老
齢
基
礎
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

受
給
資
格
期
間
と
し
て
期
間
の

み
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す（
カ
ラ
期
間
）。

　

任
意
加
入
の
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
日
本
国
内
に
親
族
な
ど

が
住
ん
で
い
る
場
合
は
、
そ
の

人
に
協
力
者
に
な
っ
て
も
ら
い
、

協
力
者
を
通
じ
て
、
最
後
に
在

住
し
て
い
た
市
区
町
村
の
窓
口

で
行
い
ま
す
。

▲スポーツ賞奨励賞受賞者の皆さん（代理、欠席含む）
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◉
優
秀
賞

足
立　

美
翔
さ
ん（
熊
野
部
）

【
功　

績
】

•
第
14
回
全
国
小
学
生
学
年
別

柔
道
大
会
小
学
6
年
生
女
子
45

㎏
級　

第
3
位

（
真
道
館
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
ク
ラ
ブ
）

　
足
立　

光
さ
ん（
熊
野
部
）

【
功　

績
】

•
第
40
回
全
国
高
等
学
校
柔
道

選
手
権
大
会
滋
賀
県
予
選
52
㎏

級　

優
勝

（
比
叡
山
高
等
学
校
）

遠
藤　

彩
椋
さ
ん（
安
楽
田
）

【
功　

績
】

•
平
成
29
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技

大
会　

第
3
位

（
星
槎
国
際
湘
南
）

數
原　

顕
子
さ
ん（
横
屋
）

【
功　

績
】

•
第
6
回
東
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
出

場（
Ｇ
Ｅ
Ｍ
4
）

藤
本　

唯
人
さ
ん（
三
谷
）

【
功　

績
】

•
第
4
回
全
日
本
ユ
ー
ス（
Ｕ―

18
）フ
ッ
ト
サ
ル
大
会　

ベ
ス
ト

8（作
陽
高
等
学
校
）

藤
井　

卓
さ
ん（
牧
野
）

【
功　

績
】

•
第
18
回
ボ
ー
イ
ズ
リ
ー
グ
鶴

岡
一
人
記
念
大
会　

出
場

（
三
田
ボ
ー
イ
ズ
小
学
部
）

◉
奨
励
賞

山
口　

詩
帆
さ
ん（
門
村
）

宮
﨑　

春
希
さ
ん（
中
野
間
）

【
功　

績
】

•
Ｎ
Ｐ
Ｂ
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
2
0
1
7　

出
場

（
兵
庫
Ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
）

丸
岡　

玲
太
さ
ん（
下
三
原
）

恋
田　

孝
一
朗
さ
ん（
下
村
）

三
宅　

輝
さ
ん（
寺
内
）

【
功　

績
】

•
第
45
回
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

日
本
選
手
権
大
会　

出
場

（
兵
庫
北
播
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
野
球

協
会
）

林
田　

響
さ
ん（
森
本
）

【
功　

績
】

•
第
72
回
国
民
体
育
大
会
愛
媛

国
体
サ
ッ
カ
ー
競
技　

出
場

（
作
陽
高
等
学
校
）



　
「
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

利
用
計
画
の
作
成
」と
は
、
居
宅

介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）・
生
活

介
護
・
就
労
継
続
支
援
・
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
障

が
い
者（
児
）の
自
立
し
た
生
活

を
支
え
、
障
が
い
者（
児
）の
抱

え
る
課
題
の
解
決
や
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
利
用
に
向
け
て
、
障
が

い
者（
児
）本
人
の
意
向
を
く
み

取
り
、
相
談
支
援
専
門
員
が
事

業
所
や
関
係
者
と
調
整
し
な
が

ら
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
を
作

成
す
る
も
の
で
す
。

　

今
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人
は
、

ご
自
身
を
担
当
し
て
い
る
相
談

支
援
専
門
員
と
う
ま
く
連
携
が

取
れ
て
い
ま
す
か
？

　

ま
た
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、

「
自
分
の
困
り
ご
と
」を
担
当
し

て
い
る
相
談
支
援
専
門
員
に
わ

か
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
が

重
要
で
す
。「
打
ち
明
け
る
」こ

と
で
、「
困
り
ご
と
」を
共
有
す

る
こ
と
が
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
つ
な
が
る
第
一
歩
で

す
。

　

相
談
支
援
専
門
員
は
、
障
が

い
者（
児
）ご
本
人
が
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
意
思
決
定
を
す
る
に
際

し
て
助
言
な
ど
を
行
い
、
そ
の

意
思
決
定
を
尊
重
し
な
が
ら
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利

用
計
画
を
作
成
す
る
サ
ポ
ー
タ

ー
と
も
言
え
ま
す
。

　

町
内
に
も
、
い
く
つ
か
の
相

談
支
援
事
業
所
が
あ
り
、
自
分

で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
が
い
広
報

ふ
ら
っ
と

ふ
ら
っ
と

　　　障がいのある人に対する主な「相談支援」
　
　①障がい福祉サービスなどの利用計画の作成
　②地域生活への移行に向けた支援
　③一般的な相談
　④障がい福祉サービスの利用契約などの締結の支援
　　　　　　　　　　　　（成年後見制度の利用）

　多可手話サークルの勉強会（3月28日）に参加しました。
　手話サークルとは、手話を学ぶ聞こえる人たちが集まる団体です。各地域には、手話サークルと聴覚障害者
協会があり、二つの団体が交流をしたり、協力し合って様々な活動をしています。
　ここ多可町には聴覚障害者協会がなく、聞こえない人が入る団体がないので、手話サークルに会員として入
っている、珍しいサークルです。
　平成30年度のサークル会員数は18人と、まだまだ小さなサークルですが、いつも和気あいあいと楽しく交流
し、手話の勉強をしています。
　昨年は、社協まつりで手話のブースを出展して、会場に来られた人に簡単な手話を教えました。
　また、多可町芸能祭では、手話劇で参加しました。
　今年度は、「きっとありがとう」の手話うたを練習中です。聞こえ
ない人とともに、さまざまな活動を進めていきたいと思います。

～福祉課の障がい担当が訪ねます～

多可手話サークル
　■活動日　毎週水曜日　午後7時30分～9時
　■活動場所　アスパル（健康福祉センター）
　　※手話に興味のある人は、ぜひ見学に来てください！
　　いつでもお待ちしています。

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
計
画
の
作
成

●
問
合
先　

福
祉
課

　

☎（
32
）5
1
2
0

　
　
（
32
）1
9
3
7
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お
元
気
で
す
か

ケ
ン
助
で
す

●
問
合
先　

健
康
課

　

☎（
32
）5
1
2
1

た
か
坊

た
か
坊

た
か
坊

た
か
坊

新たに３つの助成事業を始めました

①不育症治療費助成
②産婦健康診査費助成
③新生児聴覚検査費助成

　

こ
れ
ま
で
多
可
町
で
は
、
妊

産
婦
さ
ん
を
対
象
に
、
妊
婦
健

康
診
査
費
助
成
や
産
後
ケ
ア
費

助
成
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
新
た
に
不
育
症
治
療

費
助
成
・
産
婦
健
康
診
査
費
助

成
・
新
生
児
聴
覚
検
査
費
助
成

の
3
つ
を
加
え
、
妊
娠
前
か
ら

産
後
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◉
不
育
症
治
療
費
助
成

　

不
育
症
と
は
、
2
回
以
上
の

流
産
や
死
産
を
繰
り
返
す
状
態

の
こ
と
で
、
決
し
て
め
ず
ら
し

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
育
症
の
検
査
や
治
療
を
受

け
る
こ
と
で
、
出
産
で
き
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

対
象
者

•
町
内
に
住
所
を
有
し
、
法
律

　

上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

•
検
査
及
び
治
療
開
始
期
間
の

　

初
日
に
お
け
る
妻
の
年
齢
が

　

43
歳
未
満

※
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
の
要
件

　

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

　

健
康
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

助
成
内
容

　

医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い

検
査
及
び
治
療
費
の
2
分
の
１

を
、
１
年
に
つ
き
上
限
15
万
円

ま
で
助
成
し
ま
す
。

申
請
方
法

　

必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
て
、

健
康
課
窓
口
に
提
出

申
請
期
間　

　

検
査
な
ど
を
実
施
し
た
日
が

属
す
る
年
度
の
3
月
31
日
ま
で

※
平
成
29
年
度
に
受
け
た
検
査

や
治
療
に
関
す
る
申
請
の
受

付
期
限
は
6
月
末
ま
で

◉
産
婦
健
康
診
査
費
助
成

　

出
産
後
間
も
な
い
時
期
の
お

母
さ
ん
の
体
と
心
の
健
康
状
態

を
確
認
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。

産
後
は
、
心
身
と
も
に
体
調
を

崩
し
や
す
い
時
期
で
す
。
ぜ
ひ

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成

30
年
4
月
１
日
以
降
に
出
産
し

た
産
後
8
週
以
内
の
産
婦

助
成
内
容

　

医
療
機
関
な
ど
で
受
け
る
産

婦
健
康
診
査
費
用
の
う
ち
、
上

限
を
5
，0
0
0
円
と
し
て
助
成

し
ま
す
。

助
成
方
法

•
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
、

　

妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
券
と

　

併
せ
て
助
成
券
を
発
行
し
ま

　

す
。

•
す
で
に
母
子
健
康
手
帳
を
交

　

付
し
、
こ
れ
か
ら
出
産
を
迎

　

え
る
人
に
は
、
別
途
ご
案
内

　

し
ま
す
。

•
4
月
１
日
以
降
に
出
産
さ
れ
、

　

す
で
に
産
婦
健
康
診
査
を
受

　

け
た
人
は
、
別
途
手
続
き
に

　

て
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　
◉
新
生
児
聴
覚
検
査
費
助
成

　

赤
ち
ゃ
ん
の
聞
こ
え
に
異
常

が
な
い
か
ど
う
か
を
診
る
た
め

の
検
査
で
す
。
生
ま
れ
つ
き
耳

の
聞
こ
え
に
異
常
が
あ
る
赤
ち

ゃ
ん
は
、
1
，0
0
0
人
に
1
〜

2
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

気
づ
か
れ
に
く
い
た
め
、
こ
の

検
査
が
と
て
も
重
要
で
す
。
万

が
一
、
耳
の
聞
こ
え
に
異
常
が

見
つ
か
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

早
期
に
適
切
な
対
応
を
開
始
す

る
こ
と
で
、
言
葉
の
発
達
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
成
に

大
き
な
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

対
象
者

　

検
査
日
に
保
護
者
が
町
内
に

住
所
を
有
し
、
平
成
30
年
4
月

１
日
以
降
に
出
生
し
た
生
後
6

カ
月
未
満
児

助
成
内
容

　

医
療
機
関
な
ど
で
受
け
る
新

生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
う
ち
、

上
限
を
7
，5
0
0
円
と
し
て
助

成
し
ま
す
。

助
成
方
法

•
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
、

　

妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
券
と

　

併
せ
て
助
成
券
を
発
行
し
ま

　

す
。

•
す
で
に
母
子
健
康
手
帳
を
交

　

付
し
、
こ
れ
か
ら
出
産
を
迎

　

え
る
人
に
は
、
別
途
案
内
し

　

ま
す
。

•
4
月
１
日
以
降
に
出
産
さ
れ
、

　

す
で
に
新
生
児
聴
覚
検
査
を

　

を
受
け
た
人
は
、
別
途
手
続

　

き
に
て
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

健



　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
人
を

社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
と

し
て
、
平
成
12
年
に
介
護
保
険

制
度
が
創
設
さ
れ
、
18
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
3
年

ご
と
に
介
護
保
険
事
業
計
画
を

策
定
し
、
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
見

込
み
量
な
ど
に
基
づ
き
、
介
護

保
険
料
を
算
定
し
ま
す
。

　

前
年
度
で
第
6
期
計
画
が
終

了
し
、
現
在
、
年
間
22
億
円
の

介
護
給
付
費
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
多
可
町

で
も
、
今
後
、
要
介
護
認
定
者

も
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
介
護
給
付
費
も
上
昇

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
新
た
に
第

7
期
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
こ

れ
ら
の
要
素
を
見
込
み
な
が
ら

介
護
保
険
料
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

介
護
保
険

介
護
保
険

●
問
合
先

　

福
祉
課

　

☎（
32
）5
1
2
0 平成30年度から平成32年度の

介護保険料が決定しました

◉
前
期
計
画
か
ら
の
変
更
点

①
負
担
割
合
の
変
更

　

支
出
さ
れ
る
介
護
給
付
費
の

う
ち
、
65
歳
以
上
の
1
号
被
保

険
者
の
人
が
負
担
す
る
介
護
保

険
料
の
負
担
割
合
が
22
%
か
ら

23
％
と
な
り
ま
し
た
。

②
所
得
段
階
の
多
段
階
化

　

負
担
能
力
に
応
じ
た
保
険
料

段
階
も
、
第
6
期
計
画
の
10
段

階
の
設
定
を
継
続
し
ま
す
が
、

若
干
割
合
が
変
更
と
な
っ
て
い

ま
す
。
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、

一
部
を
除
き
国
の
示
す
割
合
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
基
準
と
な
る
所
得
段

階
以
上
の
人
が
負
担
す
る
こ
と

で
、
低
所
得
者
に
対
す
る
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

③
保
険
料
軽
減
強
化

　

平
成
30
年
度
は
、
第
1
段
階

の
人
へ
新
た
に
公
費
に
よ
る
保

険
料
軽
減
強
化
を
図
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
度

に
消
費
税
が
増
税
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ら
に
第
2
・
第
3

段
階
の
人
の
保
険
料
軽
減
強
化

を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い

問
合
先　

人
権
啓
発
推
進
室

　

☎（
32
）1
3
8
9

多可赤十字病院からのお知らせ

病院フェスタ開催の
　　　　　　ご案内

問合先　多可赤十字病院
　　　　☎（32）1223
http://www.taka.jrc.or.jp/

　

約
6
年
ぶ
り
に「
病
院
フ
ェ
ス

タ
」が
復
活
し
ま
す
！

　

あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、

な
か
な
か
行
く
こ
と
が
な
い

「
病
院
」と
い
う
と
こ
ろ
。
地
域

の
皆
さ
ん
に
、
も
っ
と
多
可
赤

十
字
病
院
の
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
を
作
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
…
と
い
う
こ
と
で
、

病
院
フ
ェ
ス
タ
開
催
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　

来
院
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人

は
も
ち
ろ
ん
、「
病
院
に
行
っ
た

こ
と
が
な
い
か
も
」と
い
う
人
も
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
多
可
赤
十
字

病
院
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　　

「
セ
ク
ハ
ラ
」は「
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」の
略
で
、

1
9
7
0
年
代
に
ア
メ
リ
カ
の

女
性
運
動
の
中
で
生
ま
れ
た
言

葉
で
す
。
日
本
で
は
、
1
9
8

9
年
の
流
行
語
大
賞
の
新
語
部

門
で
金
賞
を
受
賞
し
、
広
く
知

れ
渡
り
ま
し
た
。
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
日

本
語
で
性
的
嫌
が
ら
せ
と
い
う

　
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉

で
す
。
一
般
的
に
は
、
相
手
の

意
に
反
す
る
性
的
な
言
動
に
よ

っ
て
、
仕
事
を
遂
行
す
る
上
で
、

一
定
の
不
利
益
を
与
え
た
り
、

就
業
環
境
を
悪
化
さ
せ
た
り
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
個
人
の
尊
厳

を
損
な
う
重
大
な
人
権
侵
害
で

あ
り
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
の
は
、
全
て
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
お
い
て
被
害
者
が
悩
み
、

苦
し
む
の
は
、
必
ず
他
の
誰
か

の
言
動
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

内
閣
府
の
男
女
共
同
参
画
白

書（
Ｈ
29
）に
よ
る
と
、
女
性
労

働
者
か
ら
の
相
談
の
内
訳
で
、

圧
倒
的
に
多
い
の
が
、「
セ
ク
ハ

ラ
」で
す
。
続
い
て
、「
婚
姻
、

妊
娠
、
出
産
な
ど
を
理
由
と
す

る
不
利
益
取
り
扱
い
」、「
母
性

健
康
管
理
」の
順
番
で
す
。
セ
ク

ハ
ラ
は
、
女
性
へ
の
セ
ク
ハ
ラ

の
み
な
ら
ず
、
男
性
へ
の
セ
ク

ハ
ラ
、
同
性
間
や
セ
ク
シ
ャ

ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
セ
ク

ハ
ラ
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
大
物

女
優
が
セ
ク
ハ
ラ
被
害
を
告
発

し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
公
表
す
る
運

動「
＃Ｍ

ｅ
Ｔ
ｏｏ

」が
世
界
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
、

過
去
の
セ
ク
ハ
ラ
被
害
を
告
白

す
る
作
家
や
著
名
人
が
現
れ
始

め
ま
し
た
。
セ
ク
ハ
ラ
問
題
に

は
、
3
つ
の
段
階
が
あ
る
そ
う

で
す
。
ま
ず
被
害
者
が「
嫌
だ
が
、

ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
」と
思
う
段
階
。
次
が
、
セ
ク

ハ
ラ
と
い
う
言
葉
が
定
義
さ
れ
、

「
悪
い
の
は
自
分
で
は
な
い
」と

気
づ
く
段
階
。
そ
し
て
、「
社
会

に
訴
え
た
ら
聞
き
入
れ
て
も
ら

え
る
」段
階
だ
そ
う
で
す
。
ア
メ

リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
第

3
段
階
の
入
り
口
に
立
っ
た
と

こ
ろ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
＃Ｍ

ｅ
Ｔ
ｏｏ

」運
動
は
、
セ

ク
ハ
ラ
被
害
と
社
会
の
在
り
方

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
や

材
料
と
な
り
ま
し
た
。
セ
ク
ハ

ラ
問
題
は
、
個
人
の
問
題
と
し

て
捉
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

社
会
的
な
問
題
と
し
て
考
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

セ
ク
ハ
ラ「
＃M

eToo

」運
動

◉
介
護
保
険
料
の
決
定

　

町
で
は
、
今
後
3
年
間
の
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予
防

事
業
な
ど
に
係
る
費
用
を
賄
う

た
め
、
1
号
被
保
険
者
の
基
準

と
な
る
月
額
保
険
料
を
6
，0
0

0
円
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

第
5
期
か
ら
第
6
期
間
に
整

備
し
た
事
業
所
が
本
格
化
し
、

さ
ら
に
近
隣
に
お
い
て
も
施
設

整
備
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

介
護
報
酬
の
変
更
に
よ
る
給
付

費
の
増
額
や
消
費
税
増
税
に
伴

う
報
酬
改
定
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

第
７
期
期
間
中
に
お
い
て
も
、

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
一
部

取
り
崩
し
、
上
昇
額
の
抑
制
を

図
っ
て
は
い
ま
す
が
、
5
0
0

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

1
号
被
保
険
者
の
段
階
別
の

保
険
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

年額保険料

32,400円

46,800円

54,000円

64,800円

72,000円

86,400円

93,600円

108,000円

122,400円

136,800円

月額保険料

2,700円

3,900円

4,500円

5,400円

6,000円

7,200円

7,800円

9,000円

10,200円

11,400円

保険料率

基準額
×0.45

基準額
×0.65

基準額
×0.75

基準額
×0.90

基準額

基準額
×1.20

基準額
×1.30
基準額
×1.50
基準額
×1.70
基準額
×1.90

対象者
•生活保護を受けている人
•世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金
　を受けている人
•世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所
　得金額+課税年金収入額が80万円以下の人
•世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所
　得金額+課税年金収入額が80万円超120万
　円以下の人
•世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所
　得金額+課税年金収入額が120万円超の人
•本人が住民税非課税（世帯は課税世帯）で、
　前年の合計所得金額+課税年金収入額が80
万円以下の人
•本人が住民税非課税（世帯は課税世帯）で、
　前年の合計所得金額+課税年金収入額が　
　80万円を超える人
•本人が住民税課税で、前年の合計所得金額
　が120万円未満の人
•本人が住民税課税で、前年の合計所得金額
　が120万円以上200万円未満の人
•本人が住民税課税で、前年の合計所得金額
　が200万円以上300万円未満の人
•本人が住民税課税で、前年の合計所得金額
　が300万円以上400万円未満の人
•本人が住民税課税で、前年の合計所得金額
　が400万円以上の人

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

●赤十字の講習
　赤十字幼児安全法支援員養成講習、赤十字健康生活
支援員養成講習の受講者を募集しています。当院ホー
ムページ、院内掲示でご覧いただくか、医療社会事業
課までお問い合わせください。

★多可赤十字病院フェスタ★
5月20日（日）午前10時～午後 1時
多可赤十字病院内（※雨天決行）

オープニング
♪オカリナ演奏♪

血管年齢測定
ロコモティブシンドローム測定

血圧・体脂肪測定
健康・介護・栄養相談

上を向いて歩こう体操

避難所体験
非常食試食
紙芝居

手術室の特別公開
手術着着用・顕微鏡下縫合体験
電気メス切開・縫合体験

救護服や白衣で記念撮影
救急車・福祉車両乗車体験

●平成31年度新規事務職員採用試験
・勤務地　　多可赤十字病院を含む県内各赤十字施設
・採用試験　日本赤十字社兵庫県支部共同採用試験の
　　　　　　ホームページをご覧ください。

皆さんのご来場を
職員一同お待ちしています！

ご案内

などなど…
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【お知らせ】

『伴走者』
浅生　鴨／著　講談社

『未完の巡礼』
神長幹雄／著　山と渓谷社  

   
　世界で初めて五大陸最高峰
登頂者となった植村直己は、
その後、“北極圏12,000キロ
単独犬ゾリ走破”を成し遂げ
ます。著者は、植村が極地順
応と犬ゾリ訓練のため、10カ
月間滞在した地、グリーンラ
ンドを訪れ、当時の足跡を辿

ります。長年“ヤマケイ”の編集者を務めた著者が出会っ
た、6人の忘れがたい冒険者たちとの交流と、現地を訪ね
て綴られた邂逅の記録集です。

　アルペンスキーの元トップレ
ーサーで、優秀な営業マンの諒
介は、会社の方針で視覚障害者
スキーの伴走者を命じられ、全
盲の高校生スキーヤー・晴と出
会います。時速100キロを超え
るスピードで滑走する競技では、
信頼関係が不可欠ですが、自分の思いばかり押し付けて
しまいます。そんな諒介ですが、純粋な晴と接するうち
に、ようやく気づきます。真の伴走者…それは、誰かを
助けるのではなく、その誰かと共にあろうとする者、互
いを信じ、世界を共にしようと願う者であることに。

◉おはなし会
　と　き　 5月12日（土）・ 26日（土）　午前10時30分～
　ところ　おはなしの部屋
　　　※「こどもの読書週間」中の12日は、特別おはなし
　　　会を行います。
◉図書館まつり
　と　き　6月 2日（土）
　ところ　多可町図書館
　内　容　本のリサイクル広場、児童おはなし会
　　　　　講演会、特産品販売など

日 時　間 内　容 参加費など

Ｐｏｗｅｒ　Ｕｐ!!
　BIGな勾玉づくり

多可の伝統工芸　杉原紙
　和紙のランプシェードづくり

腕に輝くマジカルストーン☆
　勾玉ブレスレットづくり

考古学博士になれる!!
　親子で発掘体験

伝統技術と播州織（先染め糸）のコラボ
　ぞうりづくり
東山古墳群めぐり
～多可町の歴史を実感～

勾玉をカラーリング
　カ・ラ・フ・ル勾玉づくり

マジカルストーン勾玉づくり

虹色に輝くアクセサリー
　七宝焼き教室
講師：蔵本繁子さん

13:30～

伝統の和菓子
　ちまきづくり～端午の節句～
講師：溝垣和子さん

パワーストーンのキーホルダー
まがたまキーホルダーづくり

～手漉き和紙　杉原紙でつくる～
ヘアーアクセサリー（髪留め）

9:30～

13:30～

13:30～

13:30～

10:00集合

9:30～

13:30～

9:00～

13:30～

9:30～

13:30～

9:30～

9:00～

9:30～

2
日
（水）

27
日
（日）

19
日
（土）

13
日
（土）

12
日
（土）

参加費：150円
材料費：500円～

参加費：300円

参加費：300円
小学6年生以下は保護者同伴

参加費：300円
焼き上がり6月16日（土）

参加費：300円

参加費：1組150円

参加費：150円
材料費：400円
持ち物：エプロン・三角巾

参加費：150円～
　　　　   200円

参加費：無料
多可ふれあいボランティアガイド

発売前

ロビーコンサート2018 ジャズライブ
　6 月16日（土）
開演：午後 2時～、午後 4時～
◆チケット料金【全席自由】  500円　　　
◆出　演　お気楽トリオ
◆チケット発売日 5 月 2 日（水）

発売前

演劇「ヘレン・ケラー」
多可高校鑑賞事業。一般の人も鑑賞できます。　
　6 月 1 日（金）
開演：午後 1時30分～
◆チケット料金【全席自由】 
  1,500円　（当日500円増）　　　
◆出　演　東京演劇集団 風

発売中

オペラ「魔弾の射手」
　ハイライトコンサート
5 月13日（日）
開演：午後 3時～
◆チケット料金【全席指定】  500円　　
◆出　演　伊原敏行、周防彩子、中嶋康子ほか

発売中今月のおすすめ

伊能プロジェクト第2弾!!

と　き　5月13日（日）
　　　　午前9時～（午前中で終了予定）
場　所　多可町図書館集合
参加費　無料（要予約）
締　切　5月10日（木）
コース　多可町図書館⇒安坂⇒森本
　　　　⇒中村町⇒岸上⇒鍛冶屋⇒牧野⇒那珂ふれあい館
　※手づくりの機器を使って測量したり、歩測しながら、伊能
　　忠敬が通ったコースを歩きます。
　※那珂ふれあい館から図書館までは、車で送迎します。
問合先　那珂ふれあい館または多可町図書館☎(32)5170

児童館

子どもひろば

◉と　き　 5月13日（日）
　　　　　　午前10時～午後1時
◉ところ　 アスパル
　いろいろな遊びをしながら、笑顔の輪をいっぱい広げ
ましょう。ぜひ、ご家族そろってお越しください。
　※詳細については、チラシをご覧ください。

第４回子育てカーニバル

子ども教室

平成30年度前期　子ども教室（予定）

と　き　 5月19日（土）
　　　　午前9時～11時30分
ところ　エーデルささゆり芝生広場
　　　　（雨天時：ガルテン八千代体育館）
対象者　幼児・小学生
　　　　（幼児は保護者同伴）
持ち物　材料費100円、ハサミ、
　　　　タオル、水筒
※詳しい案内は、別配布のチラシを
　ご覧ください。
　電話での申し込みも受け付けます。

場　所日　時 内　容
6月9日（土）
午前9時～11時30分 「折り紙教室」八千代プラザ

のご案内

昨
年
度
の
子
育
て
カ
ー
ニ
バ
ル
の
様
子

▼

緑の中で風と遊ぼう
　　　～風車の万華鏡～

八千代プラザ9月8日（土）
午前9時～11時30分 「染め物教室」

たくさんの参加をお待ちしています！

☆測量しながら伊能忠敬が歩いた道をたどろう!!

9:30～
13:30～

七転び八起き!!
素焼きのミニだるまさんづくり①

参加費：350円

勾玉と鹿角の
MAGICALPowerキーホルダー 参加費：400円

参加費：400円
ビーズが輝くキーホルダー
　デコまがくキーホルダーづくり 参加費：400円

古代の大刀づくり 参加費：400円

素焼きのはにわづくり①
踊る!戦う?!!笑う?? 
ミニチュアはにわワールド

参加費：300円
焼き上がり6月16日（土）

参加費：600円
素焼きのミニお地蔵さんづくり①
合掌中?!!お昼寝中?!!バンザイ???
　ミニチュア地蔵ワールド

参加費：300円
焼き上がり・色づけ6月16日（土）9:30～

13:30～ 癒しの明かりのインテリア
素焼きのキャンドルカバーづくり①

参加費：300円
焼き上がり6月16日（土）

9:30～

13:30～

26
日
（土） 播州織のハギレでつくる!!

　手織りのコースターづくり
参加費：150円
小学4年生以下は保護者同伴

1
日
（火）

3
日
（木）

4
日
（金）

5
日
（土）

6
日
（日）

9:30～

13:30～

ビーズが輝くキーホルダー
デコまがキーホルダーづくり 参加費：400円

参加費：300円

ロビーコンサート2018 人形劇
『かくれんぼしてるのだあれ』
　7 月29日（日）
開演：午後 2時～、午後 4時～
◆チケット料金【全席自由】  500円　　　
◆出　演　くわえ・ぱぺっとステージ
◆チケット発売日 6 月 1 日（金）

　町内中学校吹奏楽部ホルン奏者が
　　　オペラ「魔弾の射手」出演
5 月13日（日）に行われるハイライトコンサート　オペラ「魔弾の
射手」に、町内の中学校の吹奏楽部でホルンを演奏している
5人の部員が、ホルン隊と
して出演します。
ぜひ、お越しいただき応援
してください！

3月23日の練習の様子 ▼

　図書館まつりでは、本のリサイクル広場を開催します。
　「もう読まないけど、捨てるのはもったいない…」
そんな本がありましたら、図書館へお持ちください。
　　受付期間　5月13日（日）～27日（日）
　　※保管場所の都合上、ご協力をお願いします。

 
 

はる

かいこう

問中児童館
　☎/FAX（32）4328
みなみ児童館
　☎/FAX（35）1420

ホームページ https://www.library.taka.hyogo.jp/

子育てふれあい

活動あれこれ
ホームページ https://www.town.taka.lg.jp/kosodate/

問子育て
　　ふれあいセンター
　☎（37）2525

図書館通信

ホームページ https://www.town.taka.lg.jp/verde/

ベルディーだより
問ベルディーホール
　☎（32）1300
　FAX（32）4060

問多可町図書館☎（32）5170
　加美図書室☎（35）0080
　八千代図書室☎（37）0250

那珂ふれあい館

（すべて要予約）

ホームページ https://web.town.taka.lg.jp/nakafureai/

BOOK GUIDE EVENT GUIDE

問那珂ふれあい館
   ☎（32）0685
　FAX（30）2730

5 月の体験イベント
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ホームページ https://www.town.taka.lg.jp/jidoukan/
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特
産
品
認
証
ロ
ゴ
マ
ー
ク

▼

多可消防署発 ●問合先
　多可消防署☎（32）0119 催　

し消防通信 vol.144

募　

集

訪問業者による悪質な消火器販売に
ご注意ください！

　
　
　主に、一般の家庭や小規模の事業所など、また、高
齢者宅や一人暮らしの家を狙って、巧妙な手口により
強引な購入あっせんや消火器の点検を実施し、高額な
料金を請求する業者があります。
事例１
　一般の家庭に消防職員を装った男性が訪問し、消火
器の設置を強要して、購入に同意したところ、高額な
料金を請求した。
　訪問した男性を「消防職員」と勘違いし信用したこと、
一般的な消火器の価格を知らなかったことから、請求
金額が高額であったことに後日まで気が付かなかった。
事例２
　ある寺社に、消防職員を名乗る男性が現れ、「古い
タイプの消火器が設置してあるので、新しい消火器に
更新する必要がある。」と更新を強要した。「今はお金
がないので、すぐには購入できない。」と答えると、明
日に消火器を持ってくるので、お金を用意しておくよ
うに、とその日は帰った。不審に思った当事者が消防
署に連絡したところ、消防署では消火器を販売してい
ないと聞き、次の日に現れた男性に、そのことを告げ
ると、何も言わずに男性は逃げ帰った。

訪問業者による悪質な販売方法
　■多くの場合、「消防署の方から来ました。」「消防
　の者ですが。」などの言葉で、消防職員を装います。
　■設置や点検について、言葉巧みに法的根拠などを
　説明します。

　
　消防署が、消火器を販売することは
ありません。また、一般の家庭には、
消火器を設置する法的根拠もありません
（安全のために設置をお願いしています）。
　もし、消火器の訪問販売がありました
ら、毅然と断るとともに、多可消防署ま
で連絡してください。

　平成30年度全国統一防火標語
　
　「忘れてない？　
　　 サイフにスマホに火の確認」

◉『
看
護
の
日
』の
イ
ベ
ン
ト

◉「
生
涯
学
習
推
進
委
員
」

募
集

◉
食
と
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座

食
を
通
し
て
健
康
づ
く
り　

　

ほ
と
ん
ど
料
理
は
作
ら
な
い

け
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

っ
て
ど
ん
な
の
？
な
ど
、
素
朴

な
疑
問
に
専
門
家
が
答
え
ま
す
。

食
の
健
康
を
学
ん
で
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
？

と　

き　

全
12
回

　
　

（
30
年
7
月
〜
31
年
１
月
）

　　
　
　

※
原
則
木
曜
日

と
こ
ろ　

社
総
合
庁
舎

対
象
者　

食
を
通
じ
た
健
康
づ

く
り
に
関
心
の
あ
る
人（
男
性
歓

迎
）

内　

容　

栄
養
の
基
礎
知
識
・

野
菜
た
っ
ぷ
り
ラ
ン
チ
の
実
習
・

暮
ら
し
の
中
の
衛
生
・
食
の
安

全
安
心（
工
場
見
学
）ほ
か

費　

用

　

受
講
料
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
・
材
料
費
な
ど

　

は
実
費
負
担

申
込
・
問
合
先　

　

加
東
健
康
福
祉
事
務
所　

健
康

管
理
課　

☎（
42
）9
3
6
5

　

生
涯
学
習
社
会
を
実
現
し
、

住
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、
主
体

的
に
学
習
活
動
を
続
け
、
よ
り

よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
多

可
町
生
涯
学
習
推
進
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

　

満
18
歳
以
上
で
、
生
涯
学
習

の
推
進
に
理
解
と
関
心
を
持
っ

て
活
動
で
き
る
人（
性
別
不
問
）

募
集
人
員　

若
干
名　

申
込
期
限

　

5
月
31
日（
木
）

任　

期　

平
成
30
年
度
か
ら

　
　
　
　

2
年
間

※
会
議
は
、
年
間
3
回
程
度
、

　

平
日
の
夜
に
2
時
間
程
度
を

　

予
定
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
31
年
度
は
、

　

多
可
町
生
涯
学
習
推
進
基
本

　

計
画
の
見
直
し
の
た
め
、
年

　

間
7
回
程
度
を
予
定
し
て
い

　

ま
す
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課　

　

☎（
32
）5
1
2
2

毎
年
5
月
12
日
は「
看
護
の
日
」

　
と　

き

　

5
月
12
日（
土
）　

　

午
後
1
時
〜
3
時

と
こ
ろ　

　

や
し
ろ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
Ｂ
ｉ
ｏ

内　

容

◎
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

　

•
健
康
チ
ェ
ッ
ク（
血
圧
測
定

　
　

体
脂
肪
測
定
・
血
管
年
齢

　
　

測
定
）

　

•
健
康
相
談

◎
こ
ど
も
コ
ー
ナ
ー

　

•
白
衣
体
験

　

•
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

　

•
赤
ち
ゃ
ん
人
形
抱
っ
こ
体
験

◎
も
の
忘
れ
と
栄
養
の
コ
ー
ナ
ー

　

•
も
の
忘
れ
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

•
ヘ
ル
ス
ジ
ャ
ッ
ジ

問
合
先　

健
康
課　

　

☎（
32
）5
1
2
1

と　

き　

6
月
24
日（
日
）

と
こ
ろ　

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

対
象
者　

町
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
、
多
可
町
文
化
連
盟
会

員種　

目　

　

合
唱
、
独
唱
、
ピ
ア
ノ
、
吹

奏
楽
、
大
正
琴
、
弦
楽
器
な
ど

参
加
費　

　

2
，0
0
0
円

申
込
方
法

　

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
お
よ
び

加
美
プ
ラ
ザ
・
八
千
代
プ
ラ
ザ

に
あ
る
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　

5
月
13
日（
日
）

問
合
先　

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

　

☎（
32
）1
3
0
0

◉
第
13
回
多
可
町
音
楽
祭

参
加
者
集
集

募　

集

◉
多
可
町
特
産
品
認
証
商

品
募
集

　 　  

多
可
町
生
ま
れ
の
優
れ
た
地

場
商
品
で
あ
る
こ
と
を
認
証
す

る
多
可
町
認
証
商
品
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
1
4
3
点
が

認
証
さ
れ
て
お
り
、
道
の
駅
な

ど
特
産
品
を
販
売
し
て
い
る
店

舗
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ロ
ゴ
マ

ー
ク
の
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
商

品
を
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

　

認
証
商
品
の
申
請
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
自

慢
の
特
産
品
を
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

商
工
観
光
課

　

☎（
32
）4
7
7
9

◉
平
成
30
年
度
県
技
能
顕

功
賞
の
募
集

ベルディーホール
30年度友の会会員募集

◆会　員　1,500円　　◆ファミリー会員　500円
◆法人またはグループ会員　5,000円
◆特　典　①１週間前からのチケット購入
　　　　　②会員限定の指定席設置
　　　　　③情報誌「友の会だより」の発行
　　　　　④チケット500円割引券進呈

◉
な
か
・
や
ち
よ
の
森
公
園

日
々
雇
用
職
員
募
集

今月の税・保険料の納付
○固定資産税　第１期
○軽自動車税

※納付書にて期日までに納めてください。
　（コンビニエンスストア・クレジットカードもＯＫです）
　口座振替申込みがお済みの人は、5月31日（木）に申込口
　座から振替をします。口座振替を希望する人は、金融機
　関でお申込みください。

納付期限　5月31日（木）

　
職
種
・
勤
務
内
容

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
機
関
誌
の

作
成
・
発
行
、
来
園
者
対
応
ほ

か募
集
人
員　

1
人

雇
用
期
間　

　

〜
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で

　

（
更
新
は
最
長
3
年
ま
で
）

勤
務
時
間

　

午
前
8
時
30
分

　

〜
午
後
5
時
15
分　

　
（
土
・
日
を
含
む
週
4
〜
5 

日
勤
務
）

　

県
で
は
、
現
在
技
能
顕
功
賞

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
対
象

　

極
め
て
優
れ
た
技
能（
技
能
検

定
１
級
相
当
）を
有
し
、
経
験
年

数
15
年
以
上
、
か
つ
満
35
歳
以

上
で
、
現
に
そ
の
技
能
を
要
す

る
職
業
に
従
事
し
て
い
る
人
。

就
業
を
通
じ
て
労
働
者
の
福
祉

の
増
進
お
よ
び
産
業
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
て
い
る
人
。

申
請
期
限　

5
月
15
日（
火
）

問
合
先　

商
工
観
光
課

　

☎（
32
）4
7
7
9

賃　

金　

日
給
7
，2
0
0
円

※
通
勤
手
当
支
給
、
雇
用
・
労

　

災
・
健
康
・
厚
生
保
険
加
入

応
募
資
格　

　

パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ

ー
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）が
使

え
る
人

申
込
期
限　

5
月
20
日（
日
）

申
込
方
法　

　

履
歴
書
・
所
定
の
応
募
用
紙

（
自
筆
・
写
真
貼
付
・
様
式
自

由
）を
、
な
か
・
や
ち
よ
の
森
公

園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　

面
接

問
合
先　
な
か
・
や
ち
よ
の
森
公
園

　
　

☎（
30
）0
0
5
0　
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当直勤務

北播磨小児救急医療電話
　　　　　　　　　　　　　相談センター

お
知
ら
せ

相　

談

くらしの情報館

募　

集

催

し

2018. 5月号　広報たか 282018. 5月号　広報たか29

問西脇多可休日急患センター　☎（23）5380

と　き
5 月18日（金）
10：00～正午
5月30日（水）
10：00～正午

ところ

八千代プラザ

中央公民館
（中仮庁舎）

行政相談委員

間嶋幸子

大山昌子

問総務課
　☎（32）2382行政相談

と　き
5 月 2 日（水）
10：00～正午
6月 7日（木）
10：00～正午
5月 8日（火）
10：00～正午
5月15日（火）
10：00～正午

ところ

アスパル

アスパル

加美プラザ

八千代プラザ

民生委員
吉田幸太郎
間嶋幸子
篠原孝雄
藤本美由紀
木俣　進
棚倉尋之
宮崎小夜子
渡辺　進

心配ごと相談

※ 4月から各区ごとに順番に実施します（順不同）。
※５月・６月は、特設人権相談として午後３時まで
　行います。

※ 4月から加美区・八千代区は隔月で実施します。
※できるだけ相談日の 1週間前までに事前予約をお願いします。
※相談時間は原則 1 人 1 時間以内です。

国の仕事などについての苦情や要望を
聞き、行政運営に反映させます。

問消費生活
センター
☎（32）4777

消費生活・
多重債務相談

問近畿税理士会
西脇支部
☎（25）2531

税の
無料相談
近畿税理士会の税理士が税に関する
相談に応じます。※事前予約可
と　き　 5月10日（木）
　　　　13：00～16：00(15:30受付終了)
ところ　中央公民館（中仮庁舎）
　　　　

問多可町青少年
育成センター
☎（32）3423

多可っ子
悩み相談
と　き　毎週月～金曜日（祝日は除く）
　　　　9：00～17：00
相談内容
『児童・生徒の悩みや子どもの教育
に関する悩み全般』

　症状への対応方法などについての助言や適切な
受診医療機関の紹介を行います。
相談時間　18：00～22：00（年末年始・祝日を除く）

☎ 0794（62）1371
兵庫県小児救急医療電
話相談でも、相談を受
け付けています。
　☎♯8000番
※ダイヤル回線・IP電
話は☎078（731）8899

【専門相談員による相談】　※予約優先
と　き　毎週火・金曜日
　　　　10：00～正午、13：00～16：00
ところ　中央公民館（中仮庁舎）
※月・水・木は、西脇市役所☎(22)3111でも
相談できます。

※関係書類をお持ちください。
※相談員不在時は職員が伺い、相談員につ
なぎます。

診察日　　日曜日
診察時間　 9：00～17：00
ところ　　西脇病院救急外来室
•病状やけがの様子など、電話であらかじめご
　連絡ください。
•電話が混み合いご迷惑をお掛けしますが、し
　ばらくしてからお掛け直しください。
•必ず健康保険証をお持ちください。

※西脇市多可郡医師会の先生が交代で、入院を
　必要としない内科系の軽症患者の診察を行い
　ます。

担当の先生
生野　哲雄 先生

林 　武志 先生

和田　良勝 先生

畑澤　幸雄 先生

柳井　映二 先生

と　き
5 月 6 日（日）
5月13日（日）
5月20日（日）   
5 月27日（日）
6月 3日（日）

と　き
5 月1日（火）
10：00～15:00

6 月 1 日（金）
10：00～15:00

ところ

アスパル

加美プラザ

人権擁護委員
安藤和志
松浦久代

伊藤久代
赤松康弘

問福祉課
　☎（32）5120

問福祉課
　☎（32）5120人権相談

人権に関わる相談に応じます。

母子保健事業と健康づくり事業
ケン助くん（健康づくりキャラクター）

毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」
毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」
毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」

母子保健事業

母子健康手帳交付
と

妊婦健康相談

すくすく 2か月児教室

4か月児健診

1歳6か月児健診

2歳児育児教室

もぐもぐ離乳食教室

のびのび子育て相談

健康づくり事業

一般健康相談（保健師・栄養士）

がん相談

栄養相談（病態別）

こころの相談

メンタルヘルス相談

こころのケア相談

HIV抗体（エイズ）・肝炎ウイルス検査・相談

月　日

5 月 8 日（火）

5月29日（火）

6月 8日（金）

5月30日（水）

5月22日（火）

5月22日（火）

5月10日（木）

6月 7日（木）

5月24日（木）

月　日

5 月 8 日（火）

5月 8日（火）

5月18日（金）

5月 9日（水）

5月25日（金）

5月24日(木)

5 月17日(木)

受付時間

15：30～17：00

8：45～10：30

15：30～17：00

9：45～10：00

13：00～13：20

13:15～14：00

9：30～10：00

9：45～10：00

9：30～11：10

受付時間

9：30～11：30

9：30～11：30

9：00～16：00

9：30～15：30

13:30～16:00

13:00～

13：30～14：10

場　所

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

場　所

アスパル

アスパル

アスパル

八千代プラザ

西脇市役所

加東健康福祉事務所

加東健康福祉事務所

対　象
持ち物：妊娠届出書・印鑑・個人番号が
　　　　わかる書類（個人番号カード、
　　　　番号通知カードなど）
※個人番号カード以外の場合、別途本人確
　認書類（運転免許証など）が必要です。
※妊婦健康診査費助成の手続きも行い
　ます（町内に住所を有する妊婦）。

Ｈ30年3月1日～31日生まれ

Ｈ30年1月1日～31日生まれ

Ｈ28年9月1日～10月18日生まれ

Ｈ28年2月1日～4月14日生まれ

Ｈ29年12月1日～Ｈ30年1月31日生まれ

事前申込

備　考

栄養相談は要予約

要予約

1週間前までに要予約

要予約

要予約

要予約（地域保健課☎42-9367）

要予約（健康管理課☎42-9436）

問健康課　☎（32）5121

問加東健康福祉事務所

生活困窮相談
（暮らしと仕事の相談）

障がい者相談

問福祉課　☎（32）5120
問ひょうご暮らしと
　仕事のよりそい支援センター
　☎079（224）2188

問福祉課　☎（32）5120

と　き　 5月 1日（火）　13：30～16：00
ところ　アスパル
相談員　藤村正幸・藤本　進

と　き　 6月 1日（金）　13：30～16：00
ところ　アスパル
相談員　門脇昌弘・遠藤すみ子
　　※身体障がい者相談のみ

生活に困窮している人、ひ
きこもりで悩んでいる人、
相談できる人がいなくて困
っている人など、どなたで
もご相談ください。
※要事前予約

と　き　 5月 8日（火）
　　　　13：00～
ところ　アスパル

【障がい者相談支援センター】
　☎（32）5180　FAX(32)1937
と　き　 9：00～ 17：00  ところ　アスパル
相談員　医療福祉センターのぎく相談員

お
知
ら
せ

◉
平
成
30
年
度
松
く
い
虫

特
別
防
除（
薬
剤
空
中
散

布
）の
実
施
に
つ
い
て

　　

貴
重
な
松
林
を
松
く
い
虫
の

被
害
か
ら
守
る
た
め
、
マ
ツ
ノ

マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
に
対
す
る
殺

虫
剤
の
空
中
散
布
な
ど
の
予
防

措
置
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
実
施
日
時

　

5
月
22
日（
火
）

　

6
月
19
日（
火
）

　

午
前
5
時
〜
10
時

※
天
候
な
ど
に
よ
り
順
延
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
実
施
地
区

　

中
区
牧
野　

妙
見
地
区

　
（
多
可
高
校
裏
か
ら
牧
野
大
池

周
辺
ま
で
の
妙
見
山
の
松
林
）

◆
注
意
事
項　

　

散
布
中
お
よ
び
直
後
は
、
散

布
区
域
内
へ
立
ち
入
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

産
業
振
興
課

　

☎（
32
）2
3
8
8

◉
平
成
29
年
度
に
行
っ
た

　
「
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
」の
総
合
見
直
し
が
、

平
成
30
年
5
月
に
完
成

し
ま
す
。

　
◆
変
更
の
概
要　

　
　

　　　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

は
、
お
お
む
ね
今
後
10
年
を
見

通
し
、
地
域
の
概
況
・
農
業
振

興
の
基
本
構
想
な
ど
の
方
向
を

明
ら
か
に
し
変
更
し
ま
し
た
。

　　

農
用
地
利
用
計
画
に
つ
い
て

は
、
今
後
長
期（
お
お
む
ね
10
年

以
上
）に
わ
た
り
、
農
業
上
の
利

用
を
確
保
す
べ
き
土
地
で
あ
る

「
農
用
地
区
域（
農
振
法
で
土
地

利
用
の
規
制
が
あ
る
区
域
）」の

設
定
の
再
検
討
を
し
た
上
で
、

土
地
の
農
業
上
の
用
途
区
分
を

定
め
て
変
更
し
ま
し
た
。（
例
え

ば
、
道
路
改
良
や
宅
地
化
な
ど

に
よ
り
、
農
地
の
広
が
り
が
分

断
さ
れ
た
水
田
な
ど
を
農
用
地

区
域
か
ら
除
外
す
る
な
ど
）

　

農
用
地
区
域
内
に
あ
る
土
地

の
農
業
以
外
の
目
的（
住
宅
、
商

業
施
設
、
駐
車
場
、
資
材
置
き

場
な
ど
）へ
の
転
用
は
、
農
振
法

お
よ
び
農
地
法
に
よ
っ
て
厳
し

く
規
制
さ
れ
て
い
ま
す（
原
則
と

し
て
、
非
農
地
ま
た
は
、
白
地

農
地
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
）。

　

し
か
し
、
や
む
を
得
ず
農
業

以
外
の
目
的
へ
転
用
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
は
、
農
振
法
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
た
要
件
を
満
た

す
場
合
に
限
り
、
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
を
変
更
し
て
、
そ

の
土
地
を
農
用
地
区
域
か
ら
除

外
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
必
ず
し
も
、
除
外
で
き
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
農
振
除
外
申
請
な
ど
の
受
付

　

個
別
的
な
農
振
除
外
申
請
な

ど
の
受
付
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
平
成
30
年
6
月
5
日（
火
）と

12
月
5
日（
水
）の
2
回
限
り
で

す
。

問
合
先　

産
業
振
興
課

　

☎（
32
）2
3
8
8

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
農
用
地

利
用
計
画
以
外
の
部
分
）の

変
更

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更



文芸たか

皆さんの文芸作品を
ご紹介します。
問合先　企画秘書課　
　　　　☎（32）2381

大
江
貴
代
子

藤
川　

敏
明

藤
原　

将
恕

寺
尾　

麦
人

藤
原　

栄
司

蔵
本　

繁
子

【
俳　

句
】

　

山
路
来
て
山
の
笑
い
の
心
地
よ
さ　
　
　

　

囀
を
樹
々
の
数
だ
け
抱
き
お
り　
　
　
　

　

廃
校
に
子
等
の
歌
声
山
笑
う　
　

　

せ
め
て
も
と
編
む
桟
俵
流
し
雛　
　
　
　

　

仏
に
と
勤
行
の
韻
酔
ひ
し
か
な　
　

　

サ
イ
レ
ン
と
電
話
鳴
る
夜
や
冴
返
る

　

種
袋
店
山
盛
り
に
気
の
騒
ぐ

　
　
　
　

池
田　

義
孝

伊
藤　

忠
則

川
本　

法
綱

中
道　

雅
峰

畑
中　

彩
水

松
下　

孝
裕

安
田　

昇
司

【
川　

柳
】

　

食
べ
る
よ
り
並
べ
て
お
き
た
い
ふ
き
の
と
う

　

爪
先
に
土
の
ぬ
く
も
り
土
筆
摘
む

　

挫
折
経
て
五
月
の
風
が
肩
を
押
す

　

亜
麻
色
の
少
女
の
髪
に
風
薫
る

　

家
計
簿
の
改
ざ
ん
を
し
て
買
う
指
輪

【
短
歌
】

　

魅
せ
ら
れ
て　

歩
み
つ
づ
け
て　

四
十
歳
な
り

　

趣
味
の
焼
き
物　

食
よ
り
楽
し

お
知
ら
せ

相　

談

くらしの情報館

募　

集

催　

し

2018. 5月号　広報たか 302018. 5月号　広報たか31

◆基準日 6月１日時点

◆調査の目的
わが国における工業の実態を明らかにするための政府の重要な調査で、
統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。

◆調査票の配布
対象となる事業所の皆さんへは、身分証明書を持った
調査員が、5月下旬ごろまでに調査票を配布します。

◆回答方法

平成30年工業統計調査を実施します

◆対　象 従業員が4人以上のすべての製造事業所

経済産業省・兵庫県・多可町役場総務課　☎（32）2382

調査票を調査員に提出するか、インターネットで回答してください。
調査票にご記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）に
使用することは絶対にありません。

皆さん、
ご協力をよろしく
お願いします！

工業統計キャラクター
　　こうちゃん

自動車税の納期限は
5月31日（木）です

お近くの銀行・農協などの金融機関、ゆうちょ銀行、
郵便局、兵庫県指定のコンビニエンスストア（全国の
店舗）、県税事務所、またはインターネットを通じて
クレジットカードで納付してください。

問合先　加東県税事務所　☎（42）9331

昨年のこども芸能祭での様子

▼

お
知
ら
せ

◉
５
月
12
日
は「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」

　

カ
ブ
キ
ッ
ズ
た
か
は
、
多
可

町
の
誇
る
伝
統
芸
能「
播
州
歌
舞

伎
」を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
室

で
す
。

　

歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
の
お
姉
さ
ん

か
ら
、
礼
儀
や
作
法
を
教
わ
り
、

舞
台
で
発
表
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
播
州
歌
舞
伎
を
す
る
の
が

初
め
て
の
子
も
、
立
派
に
初
舞

台
を
踏
み
、
自
信
を
つ
け
て
き

ま
し
た
。
ぜ
ひ
一
緒
に
歌
舞
伎

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

練
習
日　

金
曜
日

　

午
後
6
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

対
象
者　

町
内
の
小
学
生

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

配
布
チ
ラ
シ
で
の

申
し
込
み
、
ま
た
は
、
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

こ
ど
も
未
来
課

　

☎（
32
）2
3
8
5

　

毎
年
、
5
月
12
日
を「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」、
ま
た
、

こ
の
日
か
ら
の
１
週
間（
5
月
12

日
〜
18
日
）を「
活
動
強
化
週
間
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
乳

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
生
活
上

の
悩
み
事
な
ど
の
相
談
に
広
く
応

じ
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
を
地
域
の
皆
さ
ん
が
必
要
な
時

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
行
政
機

関
と
協
働
し
て
、
各
種
福
祉
関
係

の
調
査
、
情
報
の
提
供
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
66
人
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

動
し
て
お
り
、
子
ど
も
子
育
て
家

庭
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
に
活
動

し
て
い
る
主
任
児
童
委
員
も
い
ま

す
。
い
ず
れ
の
委
員
も
厚
生
労
働

大
臣
の
委
嘱
を
受
け
、
相
談
な
ど

に
つ
い
て
の
秘
密
を
守
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

福
祉
課

　

☎（
32
）5
1
2
0

◉
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

お
知
ら
せ

◉
カ
ブ
キ
ッ
ズ
た
か
教
室

生
募
集

募　

集

　　　

囲
碁
教
室
は
、
町
内
の
小
学

生
に
囲
碁
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

教
室
で
す
。
囲
碁
を
打
っ
た
こ

と
が
な
い
子
も
、
も
っ
と
強
く

な
り
た
い
子
も
、
基
礎
か
ら
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

４
千
年
の
歴
史
を
持
つ
と
言

わ
れ
る
陣
取
り
ゲ
ー
ム
に
、
皆

さ
ん
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

練
習
日　

毎
月
第
１
土
曜
日

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

対
象
者　

町
内
の
小
学
生

参
加
費　

無
料

申
込
方
法

　

配
布
チ
ラ
シ
で
の
申
し
込
み
、

ま
た
は
、
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

こ
ど
も
未
来
課

　

☎（
32
）2
3
8
5

◉「
囲
碁
教
室
」教
室
生
募

集

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
は
、
飼

い
主
と
し
て
の
責
任
が
伴
い
ま

す
。
飼
い
主
は
、
他
人
に
迷
惑

を
掛
け
な
い
よ
う
マ
ナ
ー
を
守

っ
て
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
育
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

【
犬
を
飼
う
場
合
】

•
自
宅
で
フ
ン
・
尿
を
さ
せ
て

　

か
ら
散
歩
に
出
か
け
ま
し
ょ

　

う（
散
歩
中
の
フ
ン
は
自
宅
に

　

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
）。

•
毎
日
散
歩
さ
せ
る
な
ど
し
て
、

　

運
動
不
足
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

　

を
防
い
で
、
無
駄
吠
え
を
さ

　

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

•
飼
い
犬
が
逃
げ
出
し
た
り
い

　

な
く
な
っ
た
場
合
に
、
飼
い

　

主
が
す
ぐ
分
か
る
よ
う
、
鑑

　

札
と
注
射
済
票
を
着
用
し
ま

　

し
ょ
う
。

【
猫
を
飼
う
場
合
】

•
室
内
の
専
用
ト
イ
レ
で
フ
ン

　

や
尿
を
す
る
よ
う
に
し
つ
け

　

ま
し
ょ
う
。

•
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
屋

　

内
飼
育
を
す
る
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

•
野
良
猫
と
区
別
す
る
た
め
、

　

ま
た
、
迷
い
猫
と
な
ら
な
い

　

よ
う
に
名
札
な
ど
を
着
け
、

　

飼
い
主
の
身
元
を
表
示
し
ま

　

し
ょ
う
。

•
猫
は
非
常
に
繁
殖
力
の
強
い

　

動
物
で
、
１
年
で
数
十
匹
に

　

増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

生
ま
れ
た
子
猫
に
責
任
を
持

　

て
な
い
の
で
あ
れ
ば
、不
妊
・

　

去
勢
手
術
を
し
て
繁
殖
を
防

　

ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

　

犬
や
猫
を
捨
て
る
こ
と
は
、

　

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

捨
て
ら
れ
た
犬
や
猫
が
生
き

残
れ
る
可
能
性
は
低
く
、
万
が

一
生
き
残
っ
て
も
、
そ
の
多
く

は
野
良
犬
や
野
良
猫
に
な
っ
て

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
る
存
在
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、

家
族
の
一
員
と
し
て
責
任
を
持

っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
9
4（
84
）3
0
5
0

生
活
安
全
課

　

☎（
32
）4
7
7
7



1 日（火）

2 日（水）

3 日（木）

4 日（金）

5 日（土）

6 日（日）

7 日（月）

8 日（火）

9 日（水）

10日（木）

11日（金）

12日（土）

13日（日）

14日（月）

15日（火）

16日（水）

17日（木）

18日（金）

19日（土）

20日（日）

21日（月）

22日（火）

23日（水）

24日（木）

25日（金）

26日（土）

27日（日）

28日（月）

29日（火）

30日（水）

31日（木）
※「は～とふるSHOP」「モルゲン喫茶」…みどりの家み、開拓松葉園○、あすな
ろの郷あ、白ゆり会○がアスパル・モルゲンハイト八千代で運営するお店です。

※たかテレビの番組更新はPM5：00です。

松
白

●はーとふるショップみ　PM12:00～アスパル

●はーとふるショップあ　PM12:00～アスパル

●はーとふるショップあ　PM12:00～アスパル

●書き方　AM9:30～みなみ児童館
●書道　PM1:30～中児童館
　あっ！たかニュース

　アンコールアワー（再放送）

　月ごと、まるごとあっ！たかニュース

　アンコールアワー（再放送）

　中学校入学式（中、加美、八千代）

　アンコールアワー（再放送）

　Ｈ30各課の取り組み

　あさかこども園卒園式
　四恩こども園卒園式

　みどりこども園卒園式
　Book Guide・ピラティス・投稿ビデオ

　アンコールアワー（再放送）

　生涯学習講座　落語　八千代寄席

●絆カフェ喜楽　PM1:30～フロイデン八千代

　あっ！たかニュース

●モルゲン喫茶○　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
　町内小学校入学式

●書き方　AM9:30～みなみ児童館
　町内小学校入学式

●ささゆり絆カフェ　PM1:30～小規模多機能ホーム清爽の里
　認知症予防講演会

●モルゲン喫茶○　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
　23000分の１

松

松

●書道　PM1:30～中児童館
●ずこう　PM1:30～中児童館
　あっ！たかニュース

●ささゆり絆カフェ　PM1:30～小規模多機能ホーム清爽の里
　キッズランドやちよ卒園式
　キッズランドかみ卒園式

●はーとふるショップ○　PM12:00～アスパル
●絆カフェ喜楽　PM1:30～フロイデン八千代

松

お
知
ら
せ

相　

談

募　

集

催　

し5月5月5月
※ 4月15日現在で確認できた行事などを掲載しています。
※本誌記事内で取り上げた行事については割愛しています。

お
め
で
た

3
月
1
日
〜
31
日
届
出
（
敬
称
略
）

【
中　

区
】　

本　

人

集

落

保
護
者

多可町
ちょっとした
ニュース

多可町
ちょっとした
ニュース

多可町
ちょっとした
ニュース

ご意見・ご感想を
お寄せください！
ご意見・ご感想を
お寄せください！
ご意見・ご感想を
お寄せください！

　住民の皆さんにとって町
政を身近に感じてもらい、
これまで以上に親しまれる
広報紙となるように、民さ
んからのご意見・ご感想を
募集しています。　　
　記事の内容、レイアウト
や今後取り上げてほしい話
題など、広報紙に関するこ
となら何でも結構です。
　より良い紙面づくりに、
率直なご意見をお聞かせく
ださい。

•メールアドレス
　koho@town.taka.lg.jp

■問合先　企画秘書課
　☎（32）2381

多可学園　5月　開講式
と　き　 5 月25日（金）　午前10時～
ところ　ベルディーホール　ホール
記念事業　
 「フィオーレと楽しい歌の広場！」    　
　 女声コーラス　フィオーレの皆さん

【
加
美
区
】

お
く
や
み

3
月
1
日
〜
31
日
届
出
（
敬
称
略
）

【
八
千
代
区
】

【
加
美
区
】

【
中　

区
】

集
落

世
帯
主

　

本　

人

み
ん
な
の

善
意

3
月
1
日
〜
31
日

お
知
ら
せ

　　

平
成
30
年
度
の
所
得
証
明
書

お
よ
び
課
税
証
明
書
は
、
左
記

の
日
か
ら
発
行
が
可
能
と
な
り

ま
す
。　

　　　　　

■
町
へ
の
寄
付　
　
　
　
　
　

【
町　

内
】

マ
イ
ス
タ
ー
工
房
八
千
代
ス
タ
ッ
フ
一
同

生
命
の
貯
蓄
体
操
加
美
教
室

　

◉
所
得
証
明
書
お
よ
び
課

　

税
証
明
書
の
発
行

　

町
県
民
税
の
納
付
方
法
に
よ

り
、
発
行
開
始
日
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

税
務
課

　

☎（
32
）2
3
8
6

　

納付方法

給与特別徴収
給与から天引きされ納付している人

非課税の人

普通徴収
口座振替・納付書により納付している人

年金特別徴収
年金から天引きされ納付している人

5月16日（水）

6月1日（金）

発行開始日

広　

告

多可町公式LINE@はじめました！

町内のイベント情報などを配信していきますので、ぜひご登録ください。

QRコードを読み取るか、「友だち追加」からIDで検索してください！

LINE＠ ID ＠ｘｌｋ８４３５ｇ

友だち
になっ

てね！デイサービスセンター
パワーリハビリ倶楽部

多可郡多可町中区鍛冶屋846 - 2

リハビリ・マッサージ
のことならおまかせく
ださい。
（介護保険適応）

0795-30-2708
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•多可町ホームページ　　　　　　•たかTVネット配信　　　　　　　　　　 　•ユーザー名：takabou
　（https://www.town.taka.lg.jp/）　（https://www.town.taka.lg.jp/takatv/）•パスワード：mimiyori

☎（32）06 8 5
☎（32）13 8 9
☎（35）10 0 1
☎（36）00 8 0
☎（36）11 0 4
☎（35）16 0 0
☎（32）43 2 8
☎（35）14 2 0
☎（36）02 1 2
☎（35）00 2 9
☎（37）20１0

那 珂 ふ れ あ い 館
中ふれあいセンター・隣保館
た か テ レ ビ 局
杉 原 紙 研 究 所
紙匠庵でんでん
交 流 会 館
中 児 童 館
み な み 児 童 館
杉 原 谷 診 療 所
松 井 庄 診 療 所
八 千 代 診 療 所

☎（35）00 8 0
☎（37）02 5 0

☎（32）28 1 6
☎（32）23 8 4
☎（32）23 9 5
☎（32）34 2 3
☎（32）23 8 5

☎（32）51 7 0
☎（32）13 0 0

【コミュニティプラザ】
加 美 プ ラ ザ
八 千 代 プ ラ ザ
【教育委員会】
代 表
教 育 総 務 課
学 校 教 育 課
青少年育成センター
こ ど も 未 来 課
【その他の施設】
多 可 町 図 書 館
ベ ル デ ィ ー ホ ー ル

☎（32）23 8 3
☎（32）47 7 7
☎（32）23 8 9

☎（32）51 5 1
☎（32）51 2 2    
☎（32）51 2 1
☎（32）51 2 0
☎（30）25 2 5

☎（30）08 5 5
☎（32）28 1 5

住 民 課
生 活 安 全 課
会 計 課
【 ア ス パ ル 】
代 表
生 涯 学 習 課
健 康 課
福 祉 課
地域包括支援センター
【建設・上下水】
建 設 課
上 下 水 道 課

☎（32）23 8 0
☎（32）47 7 5
☎（32）23 8 2
☎（32）23 8 1
☎（32）47 7 1
☎（32）47 7 9
☎（32）23 8 8

☎（32）12 5 0
☎（32）47 7 6
☎（32）23 8 6

代 表
議 会 事 務 局
総 務 課
企 画 秘 書 課
財 政 課
商 工 観 光 課
産 業 振 興 課

代 表
定 住 推 進 課
税 務 課

【旧八千代北小学校（八千代北仮庁舎）】

【中央公民館（中仮庁舎）】

5
1

〒
6
7
9-

1
1
9
2

兵
庫
県
多
可
郡
多
可
町
中
区
中
村
町
1
2
3
番
地

編
集
・
発
行　

多
可
町
役
場

☎
0
7
9
5（
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）2
3
8
0
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℻
0
7
9
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3
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誰
も
い
な
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

一
人
黙
々
と
壁
当
て
を
す
る
野

球
少
年
。
こ
の
春
か
ら
中
町
中

学
校
に
通
う
藤
井
卓
さ
ん
で
す
。

　

藤
井
さ
ん
は
、
昨
年
度
、
公

益
財
団
法
人
日
本
少
年
野
球
連

盟
か
ら
贈
ら
れ
る
優
秀
選
手
表

彰
で
、
全
国
10
人
の
中
の
一
人

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

藤
井
さ
ん
が
野
球
を
始
め
た

の
は
、
小
学
１
年
生
の
時
、
3

人
の
兄
が
軟
式
野
球
を
し
て
い

た
か
ら
、
と
い
う
自
然
な
流
れ

で
し
た
。
と
は
い
え
、
最
初
は

嫌
々
だ
っ
た
藤
井
さ
ん
。
そ
ん

な
自
分
を
大
き
く
変
え
た
の
が
、

小
学
4
年
生
の
時
に
父
に
勧
め

ら
れ
て
所
属
し
た
硬
式
野
球
チ

ー
ム「
三
田
ボ
ー
イ
ズ
」で
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
生
活
か
ら
一
転
、

平
日
は
自
主
練
習
、
土
日
祝
日

は
チ
ー
ム
練
習
と
い
う
日
々
で

し
た
が
、
チ
ー
ム
の
指
導
方
針

と
雰
囲
気
が
藤
井
さ
ん
に
ぴ
っ

た
り
と
合
い
、
次
第
に
野
球
の

魅
力
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　

6
年
生
に
な
っ
て
、
主
将
を

任
さ
れ
た
藤
井
さ
ん
は
、
チ
ー

ム
の
先
頭
に
立
ち
、
小
学
生
最

後
の
一
年
を
無
我
夢
中
で
走
り

続
け
ま
し
た
。

　
「
負
け
た
時
は
一
人
で
泣
く
こ

と
も
あ
っ
た
け
ど
、
次
の
練
習

か
ら
は
し
っ
か
り
と
前
を
向
い

て
、
チ
ー
ム
全
体
の
気
持
ち
を

立
て
直
す
よ
う
に
し
て
い
た
。

そ
れ
が
主
将
の
背
負
う
役
割
。」

と
話
す
藤
井
さ
ん
は
、
自
分
に

野
球
の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ

た
指
導
者
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
、

そ
し
て
家
族
へ
の
感
謝
の
思
い

を
、
結
果
と
し
て
残
す
こ
と
で

表
し
た
い
と
、
硬
式
野
球
を
続

け
る
こ
と
を
決
意
。
4
月
か
ら

は
姫
路
の
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

新
た
な
環
境
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

　
「
賞
を
も
ら
え
た
の
は
、
自
分

を
支
え
て
く
れ
た
全
て
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
。
野
球
を
通
し
て

教
わ
っ
た
、
礼
儀
、
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
し
っ
か
り

と
恩
返
し
し
た
い
。」そ
う
話
す

藤
井
さ
ん
の
顔
に
は
、
あ
ど
け

な
さ
の
残
る
笑
顔
と
、
凛
と
前

を
見
つ
め
る
ま
っ
す
ぐ
な
瞳
が

輝
い
て
い
ま
し
た
。

キ
ラ
リ
☆
輝
く

多
可
人

努
力
を
忘
れ
ず
、
日
々
全
力
で

支
え
て
く
れ
た
全
て
の
人
に
感
謝
し
て

野
球
を
通
し
て
恩
返
し
し
た
い －Vol.148－

3年間を過ごした三田ボーイズでの様子

藤
井　

卓
さ
ん（
牧
野
）　




